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本 Discussion Paper は、所内での討論に用いるとともに、関係の方々からのご意見を頂くこ
とを目的に作成したものである。 
また、本 Discussion Paper の内容は、執筆者個人の見解に基づいてまとめられたものであ
り、機関の公式の見解を示すものではないことに留意されたい。 
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 この Discussion paper（以下「本 DP」という）は、「全国大学職員録」（廣潤社）等を活用して、










第一群（論文シェア 5％～、4 大学）：大阪大学（大阪外国語大学含む）、京都大学、東京大学、東北大学 
第二群（論文シェア 1～5％、10 大学）：岡山大学、金沢大学、九州大学（九州芸術工科大学含む）等 
第三群（論文シェア 0.5～1％、17 大学）：愛媛大学、鹿児島大学、岐阜大学、熊本大学、群馬大学、静岡大学等 
第四群（論文シェア～0.5％、55 大学）：愛知教育大学、秋田大学、旭川医科大学、茨城大学、岩手大学等 
（大学名は 50 音順。群の内訳の詳細は本文３．（１）参照） 
これらの群を当所の「大学等における科学技術・学術活動実態調査報告」(2005・2006 年
時点、以下「大学把握調査」という)と比較すると、HM-DB では第一群(教授総数 4,000 人)及
び第二群教授数(同 6,000 人)は概ね正確に把握されている。一方、第三群(同 5,000 人)の熊
本大学及び新潟大学、並びに第四群(同 7,000 人)の大分大学及び宮崎大学では HM-DB に
おける教授把握数が少ない。 






















第一群 223 減 参考 P 値=0.01 減 (143) 参考 P 値=0.00 第三群からは増 参考 P 値=0.02 
第二群 256 減 参考 P 値=0.00 減 (110) 参考 P 値=0.00 第一群からは減 参考 P 値=0.00 
第三群 316 - - (56) 第一群からは減 参考 P 値=0.04 
第四群 429 - - (68) 第一・二群からは減 
参考 P 値(一)=0.00, 参考 P 値(二)=0.01 
図表 1 教授就任先群に対する出身群別の内部昇格教授就任者数割合の動向（－は増減傾向なし） 
 
























第一群 110 - - 
第二群 86 - - 
第三群 87 - - 













に対する自群（自校昇格を除く）からの異動数の割合（右、参考 P 値(一）=0.10、参考 P 値(二)=0.08、参考 P 値
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年度末（平成 18 年）だった。予備調査の結果 7.、職員録は政府統計と比べても高い網羅性を
示し、一流の質を有する研究資料であることが分かった。また、毎年刊行されていることから
時点間が接続できればパネルデータとして活用できる可能性もある。しかし、昭和 30 年頃か















職員録の情報は観測時点として国公立大学 8 時点（1988,1991,1994,1997,2000,2003, 






データベース化した。以降、これを簡単のため HM-DB と呼称する。 
以上の処理を実施した上で職位別・観測時点別に比較したものが図表１である。 
 














教授 15,768 15,929 101% 16,849 17,122 102% 18,067 18,550 103% 19,412 19,920 103%
助教授 14,206 14,391 101% 14,761 15,015 102% 15,420 15,705 102% 16,022 16,376 102%
講師 5,126 4,889 95% 5,316 5,061 95% 5,351 5,103 95% 5,471 5,233 96%
助手 17,497 13,365 76% 17,222 13,568 79% 17,689 14,742 83% 17,792 15,600 88%
合計 52,597 48,574 92% 54,148 50,766 94% 56,527 54,100 96% 58,697 57,129 97%














教授 20,463 20,729 101% 21,240 21,534 101% 21,821 21,813 100% 21,928 21,801 99%
助教授 16,717 16,855 101% 17,229 17,425 101% 17,486 17,363 99% 17,569 17,473 99%
講師 5,466 5,157 94% 5,216 4,867 93% 4,995 4,577 92% 4,825 4,578 95%
助手 17,797 16,131 91% 16,917 15,557 92% 16,304 13,905 85% 16,047 14,100 88%






         
教授 21,867 22,265 102% 
准教授 17,626 17,555 100% 
講師 4,673 4,573 98% 
助教 15,759 13,184 84% 
助手 746 559 75% 
合計 60,671 58,136 96% 
図表 1 学校基本調査と HM-DB における職位別・観測時点別国立大学教員数 
 
 図表１から、学校基本調査と HM-DB の掲載数値を見ると、職員録の HM-DB では助手や
講師といった比較的低い職位の教員の把握率が低いように思われる。 
これを科学的に裏付けるため、学校基本調査の計数値を信頼性の高いデータとし、職員
録による HM-DB の計数値を観測値と考えると、各観測時点の計数値に対して自由度 3
（2008 年のみ 4）のカイ二乗検定を使用できることが分かる。 
 
1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 2008 年 
カイ２乗検定統計量 401.5 335.6 229.5 138.4 72.41 59.79 135.8 83.53 206.7 
自由度 3 3 3 3 3 3 3 3 4 
P 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
図表 2 各観測時点の職位別国立大学教員数のカイ二乗検定統計量（図表１から作成） 
 




















カイ２乗検定統計量 9.490 8.093 6.230 238.3
自由度 8 8 8 8
P 値 0.303 0.424 0.621 0.000














1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 
2008 年
(外挿) 
25 歳未満 172 158 138 102 81 48 28 23 13 
25 歳～30 歳未満 2,851 2,847 2,691 2,532 2,036 1,527 1,295 1,202 1,016 
30 歳～35 歳未満 7,622 8,088 8,445 8,131 7,775 7,129 6,579 6,312 5,778 
35 歳～40 歳未満 9,336 9,094 9,873 10,551 10,599 10,319 10,262 10,317 10,427 
40 歳～45 歳未満 8,823 8,958 8,819 9,289 10,057 10,711 10,848 10,784 10,656 
45 歳～50 歳未満 8,104 8,290 8,579 8,483 8,377 8,946 9,477 9,736 10,254 
50 歳～55 歳未満 6,037 6,828 7,906 8,209 8,659 8,202 7,962 8,069 8,283 
55 歳～60 歳未満 6,006 5,945 6,093 7,314 7,770 8,161 8,383 8,386 8,392 
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60 歳～65 歳未満 3,659 4,225 4,490 4,467 4,977 5,952 6,322 6,336 6,364 
65 歳以上 230 235 287 309 319 337 393 444 546 
計 52,839 54,668 57,320 59,386 60,650 61,331 61,550 61,608 61,729 








1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 
2008 年
(外挿) 
25 歳未満 235 183 143 112 96 57 5 4 1
25 歳～30 歳未満 2,890 2,833 2,822 2,713 2,464 1,520 638 455 78
30 歳～35 歳未満 6,362 6,948 7,552 7,627 7,087 6,261 4,199 3,351 1,445
35 歳～40 歳未満 8,135 7,915 8,667 9,622 9,867 9,120 7,590 6,800 5,124
40 歳～45 歳未満 8,037 8,594 8,127 8,574 9,226 9,701 9,222 8,863 7,361
45 歳～50 歳未満 7,365 8,072 8,161 8,822 7,990 8,343 8,350 8,445 8,145
50 歳～55 歳未満 5,767 6,160 7,885 7,808 8,283 8,176 7,388 7,359 7,160
55 歳～60 歳未満 5,851 5,964 5,698 6,742 8,026 7,791 7,951 8,045 7,352
60 歳～65 歳未満 3,014 3,489 4,081 3,946 3,922 5,162 5,408 5,209 5,279
65 歳以上 83 147 165 228 237 240 265 218 267
計 47,739 50,305 53,301 56,194 57,198 56,371 51,016 48,749 42,212
平均年齢（歳） 43.9 44.2 44.4 44.5 44.9 45.9 47.1 47.6 49.0
図表５ HM-DB による年齢階層別・観測時点別国立大学教員数 
 





1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 2008 年 
カイ２乗検定統計量 159.3 124.2 89.9 90.5 193.7 74.1 515.7 1,001.5 2,849.5 
自由度 9 9 9 9 9 9 9 9 9 
P 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
図表 6 各観測時点の年齢階層別国立大学教員数のカイ二乗検定統計量（図表 4 及び図
表 5 から作成） 
 
 すると、図表 6 のようになり、1994 年や 2003 年に比較的よい一致を見せるものの、両者の
年齢階層の構成は異なる（0.1％有意）ことが分かる。図表 4 及び図表 5 から年齢不明者が１
割～2 割程度いることからこの不一致は止むを得ないものとも考えられる。 
 一方、各年齢階層における観測時点の効果はあるのだろうか。図表 7 の結果から、各年齢
層は基幹統計と HM-DB とは異なることが分かる。ただし、25 歳未満と 50 歳以上では比較的
よい一致傾向を見せる。 
 
































50.64 1345 2492 1366 352.5 211.6 67.18 67.84 33.72 48.07
自由度 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8
P 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
図表 7 各年齢階層の観測時点別国立大学教員数のカイ二乗検定統計量（図表 4 及び図
表 5 から作成） 
 





かし、25 歳未満と 50 歳以上では比較的よい一致傾向を見せる。 





 次に、86 の国立大学（2009 年 11 月時点）をいくつかのグループに分けることを考える。これ
は前回の分析 9.でも実施したが、それには理由がある。というのは、国立大学には総合大学
（附属病院の有無）、単科大学、大学院大学など様々な設置形態があり、86 の国立大学を適
































 さて、国立大学を４つの群に分割した。次の課題はこの４群の教授数が HM-DB において
適切に把握されているかどうかを調べることである。そのためには観測値である HM-DB 以外
に、信頼性の高いデータが必要となる。しかし、基幹統計や一般統計などの政府統計では集
計値のみであり、個別の大学の値までは分からない。そこで、2006 年 10 月から当所において
実施されている「大学等における科学技術・学術活動実態調査報告」（以下「大学把握調査」
とする）11.12.の掲載情報－具体的には現在公表されている 2005 年と 2006 年の教授数－を活
用する。 
 
1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 2008 年 総計
東京大学 884 939 1038 1110 1175 1200 1255 1246 1436 10283
 大学把握調査 - - - - - - 1248 1250 - - 
京都大学 706 743 833 883 942 969 1002 1023 1052 8153
 大学把握調査 - - - - - - 993 989 - - 
東北大学 557 559 630 679 726 792 797 786 792 6318
 大学把握調査 - - - - - - 835 827 - - 
大阪大学（大阪外
国語大学含む） 
572 620 665 761 754 815 849 851 978 6865
 大学把握調査 - - - - - - 837 836 - - 
第一群合計 2719 2861 3166 3433 3597 3776 3903 3906 4258 31619
大学把握調査合計 - - - - - - 3913 3902 - - 
図表 8 HM-DB と大学把握調査による第一群国立大学教授数の推移 
 
 すると、第一群の国立大学教授数の推移は図表 8 に示すようになる。第一群の大学は総合
大学であり、教授数 1,000 名前後の大規模大学である。信頼度の高い観測値となる大学把
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握調査の数値を活用できるのは 2005 年と 2006 年なので、この２時点に関して、これまでと同
様にカイ二乗検定を実施した（図表 9）。 
 
2005 年 2006 年 
カイ２乗検定統計量 1.018 1.754 
自由度 3 3 
P 値 0.797 0.625 
図表 9  HM-DB と大学把握調査による第一群国立大学教授数のカイ二乗検定統計量（図




大学別に調べることにはあまり意義が乏しいように思われるため、本 DP では省略する。 
 次に第二群の国立大学を調べる。 
 
1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 2008 年 総計 
東京工業大学 236 292 316 347 379 398 383 389 510 3250
 大学把握調査 - - - - - - 375 385 - - 
名古屋大学 450 458 516 580 630 645 670 665 647 5261
 大学把握調査 - - - - - - 652 659 - - 
北海道大学 528 548 620 663 702 705 764 779 743 6052
 大学把握調査 - - - - - - 746 762 - - 
九州大学（九州芸
術工科大学含む） 
536 557 613 647 730 749 771 765 720 6088
 大学把握調査 - - - - - - 739 747 - - 
筑波大学（図書館
情報大学含む） 
490 522 564 559 552 583 734 693 663 5360
 大学把握調査 - - - - - - 587 576 - - 
千葉大学 360 376 402 413 438 446 466 464 452 3817
 大学把握調査 - - - - - - 453 453 - - 
神戸大学（神戸商
船大学含む） 
414 411 450 525 547 584 594 597 568 4690
 大学把握調査 - - - - - - 575 588 - - 
広島大学 477 510 520 575 586 601 607 604 575 5055
 大学把握調査 - - - - - - 592 599 - - 
金沢大学 302 319 321 382 386 395 394 405 399 3303
 大学把握調査 - - - - - - 390 392 - - 
岡山大学 347 378 388 408 444 458 458 448 441 3770
 大学把握調査 - - - - - - 465 463 - - 
第二群合計 4140 4371 4710 5099 5394 5564 5841 5809 5718 46646
大学把握調査合計 - - - - - - 5574 5624 - - 
図表 10 HM-DB と大学把握調査による第二群国立大学教授数の推移 
 
第二群の国立大学には単科大学も含まれるものの、第一群に次いで大規模な大学が多い。 
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2005 年 2006 年 
カイ２乗検定統計量 12.096 8.926 
自由度 9 9 
P 値 0.208 0.444 
図表 11 HM-DB と大学把握調査による第二群国立大学教授数のカイ二乗検定統計量（図




1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 2008 年 総計 
愛媛大学 231 253 265 306 307 315 289 292 299 2557
 大学把握調査 - - - - - - 301 295 - - 
横浜国立大学 224 240 255 246 281 302 322 313 295 2478
 大学把握調査 - - - - - - 306 308 - - 
岐阜大学 182 211 232 254 268 287 297 295 287 2313
 大学把握調査 - - - - - - 295 295 - - 
熊本大学 263 271 270 286 302 321 206 210 332 2461
 大学把握調査 - - - - - - 340 345 - - 
群馬大学 165 178 195 218 215 235 243 237 228 1914
 大学把握調査 - - - - - - 233 231 - - 
三重大学 222 242 252 251 261 260 258 253 257 2256
 大学把握調査 - - - - - - 256 248 - - 
山形大学 213 241 254 289 280 290 287 290 290 2434
 大学把握調査 - - - - - - 283 282 - - 
山口大学 233 261 269 301 315 329 356 353 349 2766
 大学把握調査 - - - - - - 341 342 - - 
鹿児島大学 286 305 334 329 365 385 394 385 422 3205
 大学把握調査 - - - - - - 388 389 - - 
信州大学 258 290 307 326 347 375 394 389 364 3050
 大学把握調査 - - - - - - 382 382 - - 
新潟大学 323 326 366 416 252 259 230 242 389 2803
 大学把握調査 - - - - - - 428 308 - - 
静岡大学 259 295 301 345 347 356 374 369 360 3006
 大学把握調査 - - - - - - 371 372 - - 
長崎大学 223 238 261 268 291 312 309 310 306 2518
 大学把握調査 - - - - - - 299 305 - - 
東京医科歯科大学 93 109 114 131 154 157 145 140 132 1175
 大学把握調査 - - - - - - 149 150 - - 
東京農工大学 135 137 147 147 164 171 183 189 178 1451
 大学把握調査 - - - - - - 177 185 - - 
富山大学（富山医
科薬科大学含む） 
210 229 259 279 280 294 253 308 336 2448
 大学把握調査 - - - - - - 279 311 - - 
名古屋工業大学 117 121 127 135 133 156 163 156 146 1254
 大学把握調査 - - - - - - 153 155 - - 
第三群合計 3637 3947 4208 4527 4562 4804 4703 4731 4970 40089
大学把握調査合計 - - - - - - 4981 4903 - - 
図表 12 HM-DB と大学把握調査による第三群国立大学教授数の推移 
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2005 年 2006 年 
カイ２乗検定統計量 87.94 38.71 
自由度 16 16 
P 値 0.000 0.001 
図表 13 HM-DB と大学把握調査による第三群国立大学教授数のカイ二乗検定統計量（図
表 12 から作成） 
 








現時点の HM-DB のデータ分析に当たっては留意しなければならない。 
 両大学を除いた場合、カイ二乗検定統計量は大幅に減少し P 値はほぼ 1 になる、即ち、両
者はよく合っている（図表 14）。 
 
2005 年 2006 年 
カイ２乗検定統計量 3.033 0.912 
自由度 14 14 
P 値 0.999 1.000 
図表 14 HM-DB と大学把握調査による第三群国立大学（新潟大学及び熊本大学を除く）教








1988 年 1991 年 1994 年 1997 年 2000 年 2003 年 2005 年 2006 年 2008 年 総計 
北海道教育大学 170 179 204 223 222 212 229 224 206 1869
 大学把握調査 - - - - - - 203 217 - - 
室蘭工業大学 67 75 76 80 82 81 85 84 79 709
 大学把握調査 - - - - - - 79 80 - - 
小樽商科大学 32 36 42 57 64 63 63 64 68 489
 大学把握調査 - - - - - - 62 65 - - 
帯広畜産大学 45 47 51 52 58 60 60 64 55 492
 大学把握調査 - - - - - - 64 65 - - 
旭川医科大学 39 39 32 36 46 50 52 52 54 400
 大学把握調査 - - - - - - 50 50 - - 
北見工業大学 30 37 45 57 59 60 57 56 51 452
 - 14 - 
 大学把握調査 - - - - - - 54 54 - - 
弘前大学 161 179 195 190 213 237 250 235 216 1876
 大学把握調査 - - - - - - 242 231 - - 
岩手大学 162 166 187 194 192 195 190 204 204 1694
 大学把握調査 - - - - - - 189 200 - - 
宮城教育大学 71 74 68 75 78 79 78 75 63 661
 大学把握調査 - - - - - - 77 76 - - 
秋田大学 122 127 135 147 171 170 175 174 161 1382
 大学把握調査 - - - - - - 170 170 - - 
福島大学 110 126 133 130 124 126 142 142 134 1167
 大学把握調査 - - - - - - 134 135 - - 
茨城大学 215 221 250 267 264 262 268 271 243 2261




1 2 7 4 1 5 2 62 59 143
 大学把握調査 - - - - - - - 64 - - 
宇都宮大学 140 144 162 172 173 185 189 179 164 1508
 大学把握調査 - - - - - - 190 179 - - 
埼玉大学 186 204 233 252 258 241 237 246 234 2091
 大学把握調査 - - - - - - 241 246 - - 
東京外国語大学 88 85 94 98 107 107 120 115 118 932
 大学把握調査 - - - - - - 111 113 - - 
東京学芸大学 144 153 159 164 175 182 189 179 180 1525
 大学把握調査 - - - - - - 180 182 - - 
東京芸術大学 77 86 86 89 95 101 112 103 112 861
 大学把握調査 - - - - - - 106 102 - - 
東京海洋大学（東京
水産・商船大学含む） 
96 100 109 108 106 105 104 102 103 933
 大学把握調査 - - - - - - 102 100 - - 
お茶の水女子大学 75 87 97 96 105 113 118 113 115 919
 大学把握調査 - - - - - - 113 108 - - 
電気通信大学 96 114 137 128 143 148 131 131 125 1153
 大学把握調査 - - - - - - 120 120 - - 
一橋大学 148 172 174 179 203 211 229 228 203 1747
 大学把握調査 - - - - - - 220 220 - - 
長岡技術科学大学 60 66 67 74 75 79 77 73 80 651
 大学把握調査 - - - - - - 78 74 - - 
上越教育大学 57 62 75 71 72 76 71 67 72 623
 大学把握調査 - - - - - - 67 67 - - 
山梨大学（山梨医科
大学含む） 
143 155 160 176 182 187 191 182 186 1562
 大学把握調査 - - - - - - 187 187 - - 
政策研究大学院大学         12 38 37 43 43 173
 大学把握調査 - - - - - - 33 33 - - 
総合研究大学院大学     14 6 10 8 3 7 8 56
 大学把握調査 - - - - - - 3 8 - - 
福井大学（福井医科
大学含む） 
143 151 163 167 188 190 185 189 189 1565
 大学把握調査 - - - - - - 192 188 - - 
浜松医科大学 36 41 40 56 56 58 53 53 57 450
 大学把握調査 - - - - - - 53 53 - - 
愛知教育大学 132 143 151 155 154 150 155 154 153 1347
 大学把握調査 - - - - - - 150 147 - - 
豊橋技術科学大学 61 64 68 77 75 73 76 77 74 645
 大学把握調査 - - - - - - 78 76 - - 
滋賀大学 74 91 104 110 116 119 124 122 130 990
 大学把握調査 - - - - - - 122 119 - - 
滋賀医科大学 36 40 42 43 49 56 58 60 52 436
 大学把握調査 - - - - - - 57 59 - - 
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京都教育大学 56 68 72 79 66 69 68 68 64 610
 大学把握調査 - - - - - - 64 63 - - 
京都工芸繊維大学 96 106 117 112 117 118 122 124 132 1044
 大学把握調査 - - - - - - 120 123 - - 
大阪教育大学 135 133 145 149 154 160 156 154 145 1331
 大学把握調査 - - - - - - 152 152 - - 
兵庫教育大学 69 85 82 85 81 86 85 87 86 746
 大学把握調査 - - - - - - 82 86 - - 
奈良教育大学 63 66 62 64 66 62 65 63 65 576
 大学把握調査 - - - - - - 63 60 - - 
奈良女子大学 74 81 90 96 106 100 100 104 98 849
 大学把握調査 - - - - - - 100 104 - - 
和歌山大学 70 78 88 113 122 126 135 136 145 1013
 大学把握調査 - - - - - - 130 130 - - 
北陸先端科学技術大
学院大学 
    28 35 41 49 51 48 53 305
 大学把握調査 - - - - - - 51 47 - - 
奈良先端科学技術大
学院大学 
    32 43 53 53 58 62 57 358
 大学把握調査 - - - - - - 61 61 - - 
鳥取大学 180 201 223 213 231 231 227 221 220 1947
 大学把握調査 - - - - - - 226 220 - - 
島根大学（島根医科
大学含む） 
179 209 208 240 249 251 258 246 253 2093
 大学把握調査 - - - - - - 257 247 - - 
徳島大学 188 214 223 242 249 267 282 269 277 2211
 大学把握調査 - - - - - - 281 268 - - 
鳴門教育大学 72 74 78 71 74 84 81 76 72 682
 大学把握調査 - - - - - - 79 76 - - 
香川大学（香川医科
大学含む） 
195 198 206 217 249 257 263 259 252 2096
 大学把握調査 - - - - - - 258 257 - - 
高知大学（高知医科
大学含む） 
179 195 195 201 218 230 216 215 222 1871
 大学把握調査 - - - - - - 227 217 - - 
福岡教育大学 94 111 101 103 112 116 114 110 108 969
 大学把握調査 - - - - - - 107 108 - - 
九州工業大学 99 132 132 140 140 149 148 146 153 1239
 大学把握調査 - - - - - - 146 142 - - 
佐賀大学（佐賀医科
大学含む） 
170 186 199 233 236 241 241 240 212 1958
 大学把握調査 - - - - - - 239 240 - - 
大分大学（大分医科
大学含む） 
134 147 164 178 182 188 124 128 194 1439
 大学把握調査 - - - - - - 198 192 - - 
宮崎大学（宮崎医科
大学含む） 
129 144 170 191 178 193 131 132 185 1453
 大学把握調査 - - - - - - 199 198 - - 
鹿屋体育大学 19 18 22 25 25 23 27 25 28 212
 大学把握調査 - - - - - - 28 25 - - 
琉球大学 215 231 269 298 299 310 304 312 307 2545
 大学把握調査 - - - - - - 299 309 - - 
第四群合計 5433 5943 6466 6861 7176 7390 7366 7355 7319 61309
大学把握調査合計 - - - - - - 7359 7383 - - 
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2005 年 2006 年 
カイ２乗検定統計量 38.83 29.62 
自由度 54 54 
P 値 0.940 0.997 
図表 16 HM-DB と大学把握調査による第四群国立大学教授数のカイ二乗検定統計量（図
























































































































総計 参考 P 値 
第一群国立大学 10 10 16 14 11 16 17 24 117 0.03 
第二群国立大学 18 22 23 20 22 24 27 24 179 0.03 
第三群国立大学 6 4 5 10 10 7 8 11 61 0.05 
第四群国立大学 9 9 16 12 12 14 2 10 84 0.58 
公立大学 3 13 5 5 5 6 9 9 55 0.72 
私立大学 6 9 16 14 10 13 7 8 82 0.95 
公的研究機関 2 4 2 4 5 4 6 27 54 0.12 
総計 53 72 84 79 75 83 76 110 632 0.04 
図表 18 他機関から第一群国立大学への異動教授数の推移（HM-DB から作成） 
 
 図表 18 の右端のＰ値とは、観測時点で単回帰した回帰係数の有意性検定の両側Ｐ値であ
る。青色の網掛部分が 5％有意であることを示す。しかし、図表 18 では、この正規単回帰モ
デルの前提条件である、観測誤差が正規分布に従うこと、等分散性などが担保されない。そ
のため、以降も含めて、P 値は参考情報として捉えられたい。図表 18 では、第一群国立大学
への異動教授総数は増加しており、そのうち、第一群、第二群、第三群の国立大学からの異
動教授数が増加している（5％有意）。 
 一方、各観測時点における構成を調べる必要もあるだろう。図表 18 の各観測時点における
割合（百分率）を計算し、その傾向を調べた（図表 19）。 
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総計 参考P 値 
第一群国立大学 23 17 19 24 19 21 22 18 162 0.86 
第二群国立大学 14 17 19 18 22 22 19 18 148 0.08 
第三群国立大学 10 14 17 15 15 17 8 8 103 0.52 
第四群国立大学 15 19 18 20 22 21 27 19 160 0.06 
公立大学 5 3 6 9 13 11 11 9 68 0.03 
私立大学 10 17 16 18 20 18 8 8 113 0.60 
公的研究機関 4 5 6 4 4 14 8 7 51 0.15 
総計 81 92 101 107 114 122 103 86 806 0.27 
図表 20 他機関から第二群国立大学への異動教授数の推移（HM-DB から作成） 
 
























11% 13% 19% 18% 14% 15% 9%
7%
13%





















 - 19 - 
 
図表 21 他機関から第二群国立大学への異動教授数の割合の推移（図表 20 から作成） 
 


























総計 参考P 値 
第一群国立大学 17 15 20 14 16 10 3 19 113 0.28 
第二群国立大学 15 12 17 12 14 13 18 17 117 0.37 
第三群国立大学 6 7 8 10 8 10 6 13 69 0.20 
第四群国立大学 9 11 11 13 12 13 7 19 96 0.37 
公立大学 3 5 5 5 7 7 5 11 49 0.04 
私立大学 8 10 11 17 10 7 1 7 70 0.28 
公的研究機関 0 1 2 1 1 2 0 2 9 0.74 
総計 58 62 75 71 68 60 40 87 521 0.88 
図表 22 他機関から第三群国立大学への異動教授数の推移（HM-DB から作成） 
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総計 参考 P 値 
第一群国立大学 20 26 28 26 16 16 16 17 165 0.07
第二群国立大学 19 30 18 21 16 14 12 19 149 0.12
第三群国立大学 9 15 16 14 16 14 11 11 104 0.86
第四群国立大学 21 25 21 26 25 18 17 24 176 0.53
公立大学 6 8 6 12 13 6 9 12 72 0.21
私立大学 12 13 19 21 17 10 5 8 104 0.23
公的研究機関 1 8 3 4 3 4 3 3 29 0.66
総計 89 125 109 125 106 81 73 93 799 0.23
図表 24 他機関から第四群国立大学への異動教授数の推移（HM-DB から作成） 
 
































14% 16% 14% 23% 15% 12%
3%
7% 13%



















 - 21 - 
 










 しかし、以上の分析では不十分であるという見方もできる。図表 17 と、図表 18、図表 20、図






 そこで、図表 17 と、図表 18、図表 20、図表 22、図表 24 から、他機関から当該群国立大学
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第一群国立大学 0.36% 0.32% 0.48% 0.41% 0.30% 0.40% 0.44% 0.58% 0.42% 
第二群国立大学 0.63% 0.73% 0.70% 0.56% 0.59% 0.63% 0.69% 0.59% 0.64% 
第三群国立大学 0.20% 0.14% 0.15% 0.28% 0.28% 0.18% 0.20% 0.26% 0.22% 
第四群国立大学 0.33% 0.30% 0.50% 0.34% 0.33% 0.35% 0.05% 0.23% 0.30% 
公立大学 0.10% 0.44% 0.16% 0.15% 0.14% 0.16% 0.23% 0.21% 0.20% 
私立大学 0.20% 0.31% 0.48% 0.40% 0.28% 0.33% 0.18% 0.18% 0.29% 
公的研究機関 0.08% 0.13% 0.06% 0.11% 0.13% 0.10% 0.15% 0.65% 0.19% 
総計の比 1.91% 2.38% 2.54% 2.25% 2.04% 2.15% 1.95% 2.69% 2.24% 
図表 26 （他機関から第一群国立大学への異動教授数）/（第一群国立大学教授総数）の 




















第一群国立大学 0.55% 0.37% 0.38% 0.46% 0.34% 0.37% 0.38% 0.31% 0.39% 
第二群国立大学 0.32% 0.37% 0.39% 0.34% 0.41% 0.38% 0.33% 0.31% 0.36% 
第三群国立大学 0.23% 0.31% 0.35% 0.29% 0.27% 0.29% 0.14% 0.14% 0.25% 
第四群国立大学 0.36% 0.41% 0.37% 0.37% 0.40% 0.36% 0.46% 0.33% 0.38% 
公立大学 0.13% 0.07% 0.13% 0.17% 0.24% 0.19% 0.19% 0.15% 0.16% 
私立大学 0.23% 0.38% 0.32% 0.34% 0.36% 0.31% 0.14% 0.13% 0.27% 
公的研究機関 0.09% 0.10% 0.12% 0.07% 0.07% 0.24% 0.14% 0.12% 0.12% 
総計の比 1.91% 2.02% 2.06% 2.03% 2.09% 2.13% 1.77% 1.49% 1.93% 
図表 27 （他機関から第二群国立大学への異動教授数）/（第二群国立大学教授総数）の 




















第一群国立大学 0.44% 0.37% 0.47% 0.30% 0.34% 0.20% 0.06% 0.38% 0.31% 
第二群国立大学 0.39% 0.29% 0.39% 0.26% 0.31% 0.26% 0.38% 0.35% 0.33% 
第三群国立大学 0.17% 0.18% 0.18% 0.23% 0.17% 0.20% 0.13% 0.27% 0.19% 
第四群国立大学 0.25% 0.28% 0.26% 0.29% 0.25% 0.26% 0.15% 0.39% 0.27% 
公立大学 0.08% 0.13% 0.12% 0.10% 0.16% 0.15% 0.11% 0.23% 0.14% 
私立大学 0.21% 0.25% 0.24% 0.37% 0.21% 0.15% 0.02% 0.13% 0.20% 
公的研究機関 0.01% 0.03% 0.05% 0.01% 0.02% 0.03% 0.00% 0.04% 0.02% 
総計の比 1.54% 1.52% 1.71% 1.56% 1.46% 1.25% 0.85% 1.79% 1.46% 
図表 28 （他機関から第三群国立大学への異動教授数）/（第三群国立大学教授総数）の 




















第一群国立大学 0.36% 0.42% 0.42% 0.38% 0.22% 0.22% 0.22% 0.23% 0.30% 
第二群国立大学 0.33% 0.48% 0.27% 0.30% 0.22% 0.19% 0.16% 0.26% 0.27% 
第三群国立大学 0.16% 0.24% 0.24% 0.19% 0.22% 0.18% 0.15% 0.14% 0.19% 
第四群国立大学 0.38% 0.40% 0.31% 0.38% 0.34% 0.24% 0.23% 0.33% 0.32% 
公立大学 0.10% 0.13% 0.09% 0.17% 0.18% 0.08% 0.12% 0.16% 0.13% 
私立大学 0.21% 0.21% 0.28% 0.30% 0.23% 0.13% 0.07% 0.10% 0.19% 
公的研究機関 0.02% 0.13% 0.04% 0.06% 0.04% 0.05% 0.04% 0.03% 0.05% 
総計の比 1.56% 2.01% 1.64% 1.78% 1.45% 1.09% 0.99% 1.26% 1.45% 
図表 29 （他機関から第四群国立大学への異動教授数）/（第四群国立大学教授総数）の 
推移（図表 17 及び図表 24 から作成） 
 
 - 23 - 
 図表 26～図表 29 に示される割合に対して、これまでどおり観測時点に対する正規単回帰
分析を行った。この場合、誤差の正規分布や等分散性の前提を求められ、それらを満たすこ
とはできないため、参考値になる。この方法から、図表 26～図表 29 のうち以下の３つのケー
スで傾向が 5％水準で有意だった（図表 26～図表 29 における茶色網掛部分に相当）。 
 ・ （第一群国立大学から第四群国立大学への異動教授数）/（第四群国立大学教授総
数）：減少傾向。参考 P 値=0.01 
 ・ （第二群国立大学から第四群国立大学への異動教授数）/（第四群国立大学教授総
数）：減少傾向。参考 P 値=0.03 
 ・ （他機関から第四群国立大学への異動教授数）      /（第四群国立大学教授総
数）：減少傾向。参考 P 値=0.03 




 さらに、この割合は、他大学から異動して教授に就任したか否かの 2 値応答の割合とも捉え
られることから、ロジットモデルのロジスティック回帰分析を実施することが考えられる。そこで、









 第一群の国立大学から見てみよう。第一群の内部昇格による教授就任は観測時点の 9 つ




























総計 参考 P 値 
全内部昇格数 181 212 217 183 176 187 175 223 1,555 0.90
うち自校出身者 140 156 154 139 130 128 113 143 1,103 0.11
うちその他第一群
出身者 
17 26 30 14 24 29 24 28 191 0.39
うち第二群出身者 8 11 9 12 6 7 18 14 86 0.34
うち第三群出身者 0 1 1 0 1 2 4 4 11 0.02
うち第四群出身者 1 1 1 1 2 4 2 3 15 0.02
うちその他・不明 15 18 22 17 13 19 14 32 149 0.41
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総計 参考 P 値 
全内部昇格数 273 290 298 267 242 271 255 256 2,151 0.08
うち自校出身者 125 133 135 121 100 112 93 110 928 0.02
うち第一群出身者 83 81 89 71 65 74 69 49 581 0.02
うちその他第二群
出身者 
25 30 25 28 32 30 30 31 230 0.06
うち第三群出身者 5 4 3 5 5 3 8 5 39 0.55
うち第四群出身者 4 9 8 7 6 12 6 7 58 0.56
うちその他・不明 31 34 37 35 33 41 49 55 314 0.02
図表 32 第二群国立大学の内部昇格による教授就任数の出身の推移（HM-DB から作成） 
 
 

























総計 参考 P 値 
全内部昇格数 240 236 243 224 209 206 175 316 1,849 0.98
うち自校出身者 42 40 44 44 33 37 28 56 324 0.92
うち第一群出身者 72 77 80 60 55 62 41 78 525 0.23
うち第二群出身者 72 68 68 57 58 59 53 86 521 0.79
うちその他第三群
出身者 
3 5 4 5 4 5 2 5 34 0.95
うち第四群出身者 13 9 15 13 13 11 13 16 103 0.41
うちその他・不明 38 37 31 45 45 34 38 75 342 0.21
図表 34 第三群国立大学の内部昇格による教授就任数の出身の推移（HM-DB から作成） 
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総計 参考 P 値 
全内部昇格数 363 360 379 358 340 362 359 429 2,950 0.42
うち自校出身者 49 43 45 44 49 44 45 68 387 0.30
うち第一群出身者 107 112 108 99 92 100 102 91 811 0.02
うち第二群出身者 107 107 110 95 89 96 94 110 807 0.32
うち第三群出身者 8 7 9 8 6 9 7 15 68 0.34
うちその他第四群
出身者 
30 29 33 31 34 31 33 36 257 0.05
うちその他・不明 62 63 73 81 70 84 78 110 620 0.02
図表 36 第四群国立大学の内部昇格による教授就任数の出身の推移（HM-DB から作成） 
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 そこで、図表 17 と、図表 30、図表 32、図表 34、図表 36 から、各群における内部昇格によ




















全内部昇格数 6.49% 7.04% 6.58% 5.21% 4.77% 4.87% 4.48% 5.46% 5.53% 
うち自校出身者 5.02% 5.18% 4.67% 3.95% 3.53% 3.33% 2.89% 3.50% 3.92% 
うちその他第一群出身者 0.61% 0.86% 0.91% 0.40% 0.65% 0.76% 0.61% 0.69% 0.68% 
うち第二群出身者 0.29% 0.37% 0.27% 0.34% 0.16% 0.18% 0.46% 0.34% 0.31% 
うち第三群出身者 0.00% 0.03% 0.03% 0.00% 0.03% 0.05% 0.10% 0.10% 0.04% 
うち第四群出身者 0.04% 0.03% 0.03% 0.03% 0.05% 0.10% 0.05% 0.07% 0.05% 
うちその他・不明 0.54% 0.60% 0.67% 0.48% 0.35% 0.49% 0.36% 0.78% 0.53% 
図表 38 （第一群国立大学の内部昇格教授就任数）/（第一群国立大学教授総数）の推移 




















全内部昇格数 6.42% 6.39% 6.08% 5.09% 4.42% 4.75% 4.38% 4.44% 5.16% 
うち自校出身者 2.94% 2.93% 2.75% 2.31% 1.83% 1.96% 1.60% 1.91% 2.22% 
うち第一群出身者 1.95% 1.78% 1.81% 1.35% 1.19% 1.30% 1.18% 0.85% 1.39% 
うちその他第二群出身者 0.59% 0.66% 0.51% 0.53% 0.58% 0.53% 0.52% 0.54% 0.55% 
うち第三群出身者 0.12% 0.09% 0.06% 0.10% 0.09% 0.05% 0.14% 0.09% 0.09% 
うち第四群出身者 0.09% 0.20% 0.16% 0.13% 0.11% 0.21% 0.10% 0.12% 0.14% 
うちその他・不明 0.73% 0.75% 0.75% 0.67% 0.60% 0.72% 0.84% 0.95% 0.75% 
図表 39 （第二群国立大学の内部昇格教授就任数）/（第二群国立大学教授総数）の推移 




















全内部昇格数 6.33% 5.79% 5.56% 4.93% 4.46% 4.33% 3.71% 6.51% 5.17% 
うち自校出身者 1.11% 0.98% 1.01% 0.97% 0.70% 0.78% 0.59% 1.15% 0.91% 
うち第一群出身者 1.90% 1.89% 1.83% 1.32% 1.17% 1.30% 0.87% 1.61% 1.47% 
うち第二群出身者 1.90% 1.67% 1.56% 1.25% 1.24% 1.24% 1.12% 1.77% 1.46% 
うちその他第三群出身者 0.08% 0.12% 0.09% 0.11% 0.09% 0.11% 0.04% 0.10% 0.10% 
うち第四群出身者 0.34% 0.22% 0.34% 0.29% 0.28% 0.23% 0.28% 0.33% 0.29% 
うちその他・不明 1.00% 0.91% 0.71% 0.99% 0.96% 0.72% 0.81% 1.55% 0.96% 
図表 40 （第三群国立大学の内部昇格教授就任数）/（第三群国立大学教授総数）の推移 




















全内部昇格数 6.38% 5.80% 5.69% 5.10% 4.67% 4.91% 4.88% 5.85% 5.37% 
うち自校出身者 0.86% 0.69% 0.68% 0.63% 0.67% 0.60% 0.61% 0.93% 0.70% 
うち第一群出身者 1.88% 1.81% 1.62% 1.41% 1.26% 1.36% 1.39% 1.24% 1.48% 
うち第二群出身者 1.88% 1.72% 1.65% 1.35% 1.22% 1.30% 1.28% 1.50% 1.47% 
うち第三群出身者 0.14% 0.11% 0.14% 0.11% 0.08% 0.12% 0.10% 0.20% 0.12% 
うちその他第四群出身者 0.53% 0.47% 0.50% 0.44% 0.47% 0.42% 0.45% 0.49% 0.47% 
うちその他・不明 1.09% 1.02% 1.10% 1.15% 0.96% 1.14% 1.06% 1.50% 1.13% 
図表 41 （第四群国立大学の内部昇格教授就任数）/（第四群国立大学教授総数）の推移 
（図表 17 及び図表 36 から作成） 
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（１）と同様に、図表 38～図表 41 に示される割合に対して、これまでどおり観測時点の正規
単回帰分析を行った。この場合も、誤差の正規分布や等分散性の前提を満たすことはでき
ないため、P 値は参考値となる。この方法から、図表 38～図表 41 のうち以下の 9 つのケース
で傾向が 5％水準で有意だった（該当箇所は図表 38～図表 41 の茶色網掛部分）。 
 ・ （第一群国立大学の内部昇格教授就任数）/（第一群国立大学教授総数）： 
  減少傾向。参考 P 値=0.01 
 ・ （第一群国立大学の内部昇格教授就任数のうち自校出身者）/（第一群国立大学 
教授総数）：減少傾向。参考 P 値=0.00 
 ・ （第一群国立大学の内部昇格教授就任数のうち第三群出身者）/（第一群国立大学 
教授総数）：増加傾向。参考 P 値=0.02 
 ・ （第二群国立大学の内部昇格教授就任数）/（第二群国立大学教授総数）： 
  減少傾向。参考 P 値=0.00 
 ・ （第二群国立大学の内部昇格教授就任数のうち自校出身者）/（第二群国立大学 
教授総数）：減少傾向。参考 P 値=0.00 
 ・ （第二群国立大学の内部昇格教授就任数のうち第一群出身者）/（第二群国立大学 
教授総数）：減少傾向。参考 P 値=0.00 
 ・ （第三群国立大学の内部昇格教授就任数のうち第一群出身者）/（第三群国立大学 
教授総数）：減少傾向。参考 P 値=0.04 
・ （第四群国立大学の内部昇格教授就任数のうち第一群出身者）/（第四群国立大学 
教授総数）：減少傾向。参考 P 値=0.00 
・ （第四群国立大学の内部昇格教授就任数のうち第二群出身者）/（第四群国立大学 
教授総数）：減少傾向。参考 P 値=0.01 

























55、合計 72 の国立大学が含まれるため、HM-DM の観測値も上記（２）よりさらに細切れにな
り、よりスパースなデータとなり、おそらく統計学的にも意味を持たなくなる。そのような事態を




学の 1988 年から 2008 年までの 21 年間における 9 つの観測時点の教授数の累積値で割る
ことにする。 
以上の分析の結果、当該大学から第一群又は第二群の国立大学の教授に就任した人数











図表 42 第一群又は第二群国立大学教授に就任した人数が教授数の 1％以上の大学（第
三群、HM-DB より作成） 
 
東京芸術大学 東京外国語大学 一橋大学 お茶の水女子大学 奈良女子大学 
第一群内部昇格 1 10 6 2 1
第二群内部昇格 24 15 28 10 8
内部昇格合計 25 25 34 12 9
累積教授数 861 932 1747 919 849
内部昇格合計 
/累積教授数 
2.90% 2.68% 1.95% 1.31% 1.06%
図表 43 第一群又は第二群国立大学教授に就任した人数が教授数の 1％以上の大学（第
四群、HM-DB より作成） 
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 図表 42 から、第三群では東京医科歯科大学が第一群又は第二群国立大学の教授に就任
する割合が高い。 

















が図表 44 である。実際にはこれに加えて、教授就任先となる４群の国立大学群が存在する。 
 
 
図表 44 第４章における分析対象のイメージ 
 
 以上の分析結果及びそのイメージ図である図表 44 などを整理すると、 

















   他にも、教授就任者の世代、専門分野、異動に伴う大学間距離、大学が所在する都道
府県などが考えられるが、これらを考慮すると筆者に与えられた研究リソースを大幅に凌






 本節では、本章冒頭の 3)に示す 5 つの変量のうち、いくつかの変量に対して時系列のクロ
ス表を構成し、分析する。直観的には就任先機関に対してまず影響を及ぼしそうなのは就任
元機関、又は出身機関だろう。そのような観点から、以下の２つのケースを考える。 
 １） ②就任元機関×①就任先機関×④観測時点 
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① 「②就任元機関×①就任先機関×④観測時点」のクロス表 
 まず、上記 1)のクロス表を図表 45 に示す。 
 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 175 22 16 19 231 203 16 15 23 257 211 18 20 26 275 180 23 12 24 238
第二群 16 255 13 17 301 21 271 9 27 328 20 277 15 17 329 18 249 10 16 293
第三群 5 9 207 8 230 4 13 204 13 234 5 16 219 14 253 9 14 187 12 222
第四群 9 14 8 318 349 8 15 10 317 350 15 17 8 322 362 11 16 12 297 336
総計 205 300 244 362 1,111 236 316 238 380 1,169 251 327 263 378 1,220 218 301 221 350 1,090
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 173 18 14 13 219 179 20 9 16 224 177 18 3 16 214 210 13 13 13 249
第二群 20 229 12 14 275 22 248 10 11 290 20 224 15 11 270 22 215 14 16 266
第三群 10 12 172 12 207 6 11 180 10 206 8 7 142 9 166 6 6 251 9 271
第四群 11 18 9 287 325 11 19 10 291 331 2 22 6 293 323 6 15 15 336 372
総計 214 278 207 327 1,026 218 297 208 327 1,049 207 271 166 329 973 243 248 293 374 1,157
図表 45 ②就任元機関×①就任先機関×④観測時点のクロス表（HM-DB から作成） 
 





















カイ二乗検定統計量 2181 2256 2275 1991 1870 2037 1913 2378 
自由度 9 9 9 9 9 9 9 9 
Ｐ 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 






1988-1991              1991-1994             1994-1997              1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 25.2 -6.78 -6.28 -8.88 26.59 -8.5 -6.55 -9.09 26.11 -8.68 -6.49 -8.74 24.21 -7.03 -6.68 -8.24
第二群 -6.88 26.4 -8.61 -11.7 -7.32 26.8 -9.34 -11.1 -7.56 27.43 -8.72 -11.9 -6.93 25.59 -8.35 -11.4
第三群 -7.14 -8.79 28.05 -10.6 -7.92 -8.26 28.45 -9.84 -8.29 -8.28 28.21 -9.91 -6.66 -8.03 26.6 -9.51
第四群 -9.23 -11.7 -10.7 28.19 -9.96 -11.4 -9.77 27.71 -9.18 -11.3 -10.6 28.35 -9.2 -11.3 -9.21 26.61
2000-2003              2003-2005             2005-2006              2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 23.81 -7.01 -5.66 -9.21 24.67 -7.23 -6.68 -8.82 24.86 -7.18 -6.89 -9.22 27.65 -7.02 -8.21 -10.3
第二群 -6.45 24.44 -7.59 -11.1 -6.56 25.41 -8.3 -11.8 -6.55 23.77 -5.91 -12.2 -5.88 26.85 -8.55 -10.5
第三群 -6.29 -7.64 25.21 -8.94 -7.02 -8.22 27.07 -9.16 -5.69 -7.46 25.76 -8.49 -8.68 -8.9 29.07 -11.7
第四群 -9.39 -10.5 -9.52 26.43 -9.43 -11.1 -9.26 26.97 -11.1 -10.3 -8.89 26.45 -11.1 -9.93 -11.4 29.07
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カイ二乗統計量 10.87 19.34 14.22 6.267 2.197 3.388 20.44 12.47 
P 値 0.093 0.004 0.027 0.394 0.901 0.759 0.002 0.052 
自由度 6 6 6 6 6 6 6 6 
尤度比統計量 12.43 23.06 17.12 7.589 3.953 3.023 10.38 12.14 
P 値 0.053 0.001 0.009 0.270 0.683 0.806 0.110 0.059 
図表 48 図表 45 の対称性に関する検定結果（茶色網掛部分は尤度比統計量の P 値が 0.1
を超える場合。青色網掛部分は同 P 値が 0.05 を超える場合） 
 
 図表 48 における尤度比統計量とは、帰無仮説の下でχ2分布に従い、カイ二乗統計量とほ
ぼ同様に扱うことができる（自由度も同じ）。検定対象となるクロス表の特性によってどちらを
使用するのがより好ましいなどとされているが、ここでは念のため両方とも計算した。 
 この結果から、1997 年付近から 2005 年まで対称性の帰無仮説が棄却されない。具体的に
言うと、図表 45 のこの期間の行と列が対称であるといえる。 






果を図表 49 に示す。その結果、図表 48 とほぼ同様に、1997 年から 2006 年まで周辺等質性
の帰無仮説が棄却されない。 
一つ気になることは、2005 年以降も対称性や周辺等質性は維持されるのかという点である。
























カイ二乗統計量 10.35 12.22 6.722 5.15 0.227 0.878 1.009 9.328 
自由度 3 3 3 3 3 3 3 3 
P 値 0.016 0.007 0.081 0.161 0.973 0.831 0.799 0.025 
図表 49 図表 45 の周辺等質性に関する検定結果（茶色網掛部分は P 値が 0.1 を超える場
合。青色網掛部分は P 値が 0.05 を超える場合） 
 
 次に前記の b)に関して、もともとのデータとなる図表 45 から自校昇格者を除いたクロス表に
関して同じように分析してみよう。 
 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 9 22 16 19 65 9 16 15 23 63 15 18 20 26 80 13 23 12 24 72
第二群 16 13 13 17 59 21 15 9 27 72 20 16 15 17 69 18 16 10 16 61
第三群 5 9 6 8 28 4 13 5 13 35 5 16 7 14 41 9 14 8 12 43
第四群 9 14 8 17 48 8 15 10 20 53 15 17 8 15 56 11 16 12 20 58
総計 39 58 43 61 200 41 59 39 83 223 56 67 51 72 246 51 69 42 72 234
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 10 18 14 13 56 11 20 9 16 56 16 18 3 16 53 19 13 13 13 58
第二群 20 20 12 14 67 22 18 10 11 60 20 18 15 11 64 22 14 14 16 65
第三群 10 12 8 12 43 6 11 7 10 33 8 7 5 9 29 6 6 10 9 30
第四群 11 18 9 17 55 11 19 10 13 53 2 22 6 12 42 6 15 15 17 53
総計 51 69 43 57 220 50 67 36 49 201 46 65 29 48 188 52 47 52 55 205


























カイ二乗検定統計量 6.202 11.83 11.45 3.83 5.935 6.88 22.96 10.59 
自由度 9 9 9 9 9 9 9 9 
Ｐ 値 0.719 0.223 0.246 0.922 0.746 0.650 0.006 0.305 












1988-1991              1991-1994              1994-1997              1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 -1.5 0.964 0.655 -0.25 -1.16 -0.26 1.552 -0.05 -0.89 -1.24 1.275 0.894 -0.9 0.581 -0.41 0.567
第二群 1.824 -1.47 0.302 -0.39 2.84 -1.33 -1.34 -0.01 1.621 -0.76 0.378 -1.08 1.697 -0.54 -0.21 -0.81
第三群 -0.22 0.561 -0.16 -0.22 -1.34 1.53 -0.39 -0.02 -1.91 1.81 -0.66 0.582 -0.15 0.365 0.151 -0.35
第四群 -0.12 0.05 -0.91 0.87 -0.74 0.431 0.159 0.079 0.961 0.59 -1.23 -0.36 -0.63 -0.4 0.505 0.535
2000-2003              2003-2005              2005-2006              2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 -1.21 0.301 1.357 -0.38 -0.99 0.534 -0.34 0.711 1.143 -0.11 -2.32 0.918 1.399 -0.07 -0.52 -0.8
第二群 1.666 -0.28 -0.25 -1.09 2.442 -0.73 -0.42 -1.27 1.554 -1.34 2.185 -1.89 1.776 -0.46 -0.76 -0.56
第三群 0.158 -0.38 -0.28 0.504 -0.95 -0.18 0.577 0.636 0.425 -1.28 0.294 0.739 -0.73 -0.65 0.895 0.458
第四群 -0.7 0.337 -0.84 1.071 -0.73 0.371 0.296 0.063 -3.37 2.753 -0.23 0.513 -2.73 1.081 0.62 1.051
図表 52 図表 50 の調整残差分析結果（茶色網掛部分は調整残差が 1.5 以上の場合。青色
網掛部分は調整残差が-1.5 以下の場合） 
 
 その証拠の一つとして、自校昇格者を除く図表 50 の各観測時点の対角成分の和を総度数
で割ったものの推移（図表 53）を見ると、明確な増加傾向を示す。図表の右端の P 値とは、こ
























0.220 0.220 0.220 0.244 0.248 0.242 0.271 0.285 0.0027 
図表 53 図表 50 の各観測時点の対角成分の和を総度数で割ったものの推移 
 
 対称性に関する検定では、対角成分は考慮しないため、図表 48 と同一の結果になる。また、
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1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 22 16 19 56 0 16 15 23 54 0 18 20 26 64 0 23 12 24 59
第二群 16 0 13 17 46 21 0 9 27 57 20 0 15 17 52 18 0 10 16 45
第三群 5 9 0 8 22 4 13 0 13 30 5 16 0 14 34 9 14 0 12 35
第四群 9 14 8 0 31 8 15 10 0 33 15 17 8 0 41 11 16 12 0 39
総計 30 45 37 44 156 33 44 34 63 174 40 51 44 57 192 38 53 34 53 177
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 18 14 13 46 0 20 9 16 45 0 18 3 16 37 0 13 13 13 39
第二群 20 0 12 14 47 22 0 10 11 42 20 0 15 11 46 22 0 14 16 51
第三群 10 12 0 12 35 6 11 0 10 26 8 7 0 9 24 6 6 0 9 21
第四群 11 18 9 0 38 11 19 10 0 40 2 22 6 0 30 6 15 15 0 36
総計 42 49 35 40 166 39 49 29 36 152 30 47 24 36 137 34 34 42 38 147
図表 54 ②就任元機関×①就任先機関×④観測時点のクロス表（HM-DB から作成。対角
成分除く） 
 








だきたい。この計算法により得られた期待値を図表 55 に示す。 
 
※ この場合、観測時点毎に求めているため、就任先と就任元の２因子のクロス表となる。ここで繰り
返し数 k による行(就任元)i×列(就任先)j の期待値をE୧୨
ሺ୩ሻ、観察度数をn୧୨と表すと、 
 E୧୨
ሺ଴ሻ ൌ 1ሺi ് jሻ, E୧୧












ሺభሻ  ൈ n・୨,  … （前２式を繰り返す） 
なお、観測時点や他の変量を追加して多変量で計算することも可能である。 
 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 23 15 19 56 0 22 13 27 63 0 26 17 24 68 0 27 13 23 63
第二群 15 0 14 18 46 16 0 12 25 54 20 0 16 23 59 19 0 12 21 52
第三群 6 9 0 7 22 7 9 0 11 26 8 10 0 9 28 8 10 0 9 27
第四群 9 13 9 0 31 10 13 8 0 31 12 15 10 0 37 12 16 8 0 35
総計 30 45 37 44 156 33 44 34 63 174 40 51 44 57 192 38 53 34 53 177
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 25 14 17 56 0 25 11 15 52 0 24 10 15 49 0 17 17 16 50
第二群 20 0 13 16 49 19 0 11 14 44 15 0 9 14 38 16 0 16 15 47
第三群 9 10 0 7 25 8 10 0 6 24 6 9 0 6 21 7 7 0 6 20
第四群 13 14 8 0 35 12 14 7 0 33 9 14 6 0 29 10 10 10 0 30
総計 42 49 35 40 166 39 49 29 36 152 30 47 24 36 137 34 34 42 38 147
図表 55 ②就任元機関×①就任先機関×④観測時点の対角成分を構造的ゼロにした期待
値のクロス表（図表 54 より作成。観測時点毎に算出） 
 




























カイ二乗検定統計量 0.667 10.41 13.18 6.916 10.11 8.184 25.82 12.85 
自由度    5 5 5 5 5 5 5 5 
Ｐ 値 0.985 0.064 0.022 0.227 0.072 0.146 0.000 0.025 
図表 56 図表 54 の就任元機関と就任先機関との独立性検定結果（茶色網掛部分は P 値が
0.1 を超える場合） 
 











1988-1991              1991-1994              1994-1997              1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 0 -0.36 0.359 0.07 0 -1.91 0.594 -1.1 0 -2.27 0.95 0.575 0 -1.05 -0.64 0.408
第二群 0.447 0 -0.15 -0.3 1.684 0 -1.34 0.406 0.166 0 -0.33 -1.79 -0.19 0 -0.79 -1.45
第三群 -0.55 0.192 0 0.322 -1.42 1.826 0 1.035 -1.55 2.438 0 1.781 0.559 1.349 0 1.574
第四群 -0.07 0.261 -0.24 0 -0.77 0.8 0.834 0 1.09 0.695 -0.74 0 -0.23 0.156 1.749 0
2000-2003              2003-2005              2005-2006              2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 0 -1.84 0.102 -1.22 0 -1.41 -0.91 0.002 0 -1.729 -2.73 0.175 0 -1.29 -1.25 -1.06
第二群 -0.03 0 -0.29 -0.66 0.822 0 -0.43 -1.23 1.916 0 2.756 -1.3 1.766 0 -0.59 0.157
第三群 0.812 1.146 0 2.848 -0.85 0.353 0 1.775 0.941 -1.018 0 1.55 -0.4 -0.53 0 1.355
第四群 -0.64 1.382 0.223 0 -0.3 1.499 1.713 0 -3.03 3.046 0.238 0 -1.73 2.131 2.313 0
図表 57 図表 54 の調整残差分析結果（茶色網掛部分は調整残差が 1.5 以上の場合。青色
網掛部分は調整残差が-1.5 以下の場合） 
 








冒頭の 2)に示した ③出身機関×①就任先機関×④観測時点のクロス表（図表 58）を分析
しよう。 
 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 189 116 96 144 545 216 112 100 155 583 232 123 107 147 610 192 108 81 136 517
第二群 14 172 87 128 401 17 189 78 140 423 17 190 88 135 430 23 178 71 123 395
第三群 1 5 49 12 67 2 6 49 13 70 1 6 53 16 76 2 7 54 15 78
第四群 1 6 12 78 97 1 9 11 72 94 1 9 14 80 104 1 8 16 75 100
総計 205 300 244 362 1,111 236 316 238 380 1169 251 327 263 378 1,220 218 301 221 350 1,090
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 195 102 74 117 488 196 107 76 124 502 171 97 53 129 450 209 72 100 113 493
第二群 14 158 75 113 360 15 171 70 116 372 29 155 68 109 361 24 159 108 132 423
第三群 2 8 44 14 68 2 5 48 12 66 5 10 31 13 59 5 7 67 21 100
第四群 3 9 15 83 110 5 14 16 76 110 2 9 14 78 103 5 11 18 108 142
総計 214 278 207 327 1,026 218 297 208 327 1,049 207 271 166 329 973 243 248 293 374 1,157

























カイ二乗検定統計量 387.7 407.8 439.1 385.9 382.5 384.3 276.6 456.7 
自由度 9 9 9 9 9 9 9 9 
Ｐ 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 









 - 40 - 
1988-1991              1991-1994              1994-1997              1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 13.67 -4.17 -3.47 -4.3 14.37 -5.92 -2.75 -4.33 15.14 -5.29 -3.36 -5.17 13.43 -4.72 -3.63 -3.84
第二群 -9.67 8.967 -0.19 -0.31 -10.4 10.21 -1.27 0.286 -10.7 10.12 -0.7 0.239 -8.86 9.693 -1.42 -0.47
第三群 -3.69 -3.62 10.42 -2.73 -3.82 -3.67 10.74 -2.48 -4.28 -3.92 10.68 -2 -3.99 -3.74 11.06 -2.53
第四群 -4.63 -4.83 -2.31 10.45 -4.8 -3.95 -2.07 9.636 -5.17 -4.45 -2.02 10.58 -4.9 -4.62 -1.22 9.675
2000-2003              2003-2005              2005-2006              2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 14.37 -4.22 -3.86 -5.19 13.95 -4.77 -3.71 -4.38 11.83 -4.06 -4.06 -3.15 15.41 -4.94 -3.42 -5.91
第二群 -9.84 8.978 0.339 -0.26 -9.88 9.462 -0.67 0.027 -7.75 8.062 1.131 -1.83 -9.7 10.11 0.167 -0.57
第三群 -3.77 -2.94 9.467 -2.06 -3.66 -3.86 10.98 -2.49 -2.48 -1.93 7.475 -1.97 -4.11 -3.68 10.04 -2.52
第四群 -4.97 -4.66 -1.91 10.42 -4.43 -3.94 -1.6 9.075 -5.07 -4.58 -0.99 9.51 -5.46 -4.24 -3.69 11.91
図表 60 図表 58 の調整残差分析結果（茶色網掛部分は調整残差が 7 以上の場合。青色網
掛部分は調整残差が-7 以下の場合） 
 





















カイ二乗統計量 498.1 494 513.2 416 383.9 385.9 327.5 398.8 
P 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 
自由度 6 6 6 6 6 6 6 6 
尤度比統計量 628.8 619.1 645.2 514.4 464.8 463.4 392.1 477.8 
P 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 



















カイ二乗統計量 467.7 468.9 485.1 398.9 361.8 362.7 317 387.8 
自由度 3 3 3 3 3 3 3 3 
Ｐ 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 







1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 25 116 96 144 381 41 112 100 155 408 49 123 107 147 426 32 108 81 136 357
第二群 14 35 87 128 264 17 40 78 140 275 17 36 88 135 276 23 44 71 123 261
第三群 1 5 4 12 22 2 6 7 13 27 1 6 8 16 30 2 7 8 15 32
第四群 1 6 12 28 47 1 9 11 30 51 1 9 14 35 59 1 8 16 31 56
総計 41 162 200 312 714 61 167 195 337 761 67 173 218 333 791 58 168 175 305 706
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 41 102 74 117 333 44 107 76 124 350 37 97 53 129 316 47 72 100 113 330
第二群 14 45 75 113 247 15 44 70 116 244 29 54 68 109 260 24 37 108 132 301
第三群 2 8 8 14 32 2 5 7 12 25 5 10 3 13 31 5 7 8 21 41
第四群 3 9 15 35 62 5 14 16 32 66 2 9 14 34 59 5 11 18 36 70
総計 60 165 171 278 674 66 169 167 283 685 73 170 138 285 666 81 127 233 302 742
図表 62 ③出身機関×①就任先機関×④観測時点のクロス表（HM-DB から作成。自校昇
格者除く） 
























35.95 28.54 47.88 22.75 31.18 26.03 24.15 27.09
自由度 9 9 9 9 9 9 9 9
Ｐ 値 0.000 0.001 0.000 0.007 0.000 0.002 0.004 0.001
図表 63 図表 62 の出身機関と就任先機関との独立性検定結果 
 





1988-1991              1991-1994              1994-1997              1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 -1.5 0.964 0.655 -0.25 -1.16 -0.26 1.552 -0.05 -0.89 -1.24 1.275 0.894 -0.9 0.581 -0.41 0.567
第二群 1.824 -1.47 0.302 -0.39 2.84 -1.33 -1.34 -0.01 1.621 -0.76 0.378 -1.08 1.697 -0.54 -0.21 -0.81
第三群 -0.22 0.561 -0.16 -0.22 -1.34 1.53 -0.39 -0.02 -1.91 1.81 -0.66 0.582 -0.15 0.365 0.151 -0.35
第四群 -0.12 0.05 -0.91 0.87 -0.74 0.431 0.159 0.079 0.961 0.59 -1.23 -0.36 -0.63 -0.4 0.505 0.535
2000-2003              2003-2005              2005-2006              2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 -1.21 0.301 1.357 -0.38 -0.99 0.534 -0.34 0.711 1.143 -0.11 -2.32 0.918 1.399 -0.07 -0.52 -0.8
第二群 1.666 -0.28 -0.25 -1.09 2.442 -0.73 -0.42 -1.27 1.554 -1.34 2.185 -1.89 1.776 -0.46 -0.76 -0.56
第三群 0.158 -0.38 -0.28 0.504 -0.95 -0.18 0.577 0.636 0.425 -1.28 0.294 0.739 -0.73 -0.65 0.895 0.458
第四群 -0.7 0.337 -0.84 1.071 -0.73 0.371 0.296 0.063 -3.37 2.753 -0.23 0.513 -2.73 1.081 0.62 1.051
図表 64 図表 62 の調整残差分析結果（茶色網掛部分は調整残差が 1.5 以上の場合。青色
網掛部分は調整残差が-1.5 以下の場合） 
 






1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 116 96 144 356 0 112 100 155 367 0 123 107 147 377 0 108 81 136 325
第二群 14 0 87 128 229 17 0 78 140 234 17 0 88 135 240 23 0 71 123 217
第三群 1 5 0 12 18 2 6 0 13 21 1 6 0 16 22 2 7 0 15 24
第四群 1 6 12 0 19 1 9 11 0 21 1 9 14 0 24 1 8 16 0 25
総計 16 128 195 284 623 20 127 189 308 643 19 137 210 298 664 26 123 167 275 591
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 102 74 117 292 0 107 76 124 306 0 97 53 129 279 0 72 100 113 284
第二群 14 0 75 113 201 15 0 70 116 201 29 0 68 109 206 24 0 108 132 264
第三群 2 8 0 14 24 2 5 0 12 19 5 10 0 13 28 5 7 0 21 33
第四群 3 9 15 0 27 5 14 16 0 34 2 9 14 0 25 5 11 18 0 34
総計 19 119 163 243 545 22 126 161 251 559 36 116 135 251 538 34 90 226 266 615
図表 65 ③出身機関×①就任先機関×④観測時点のクロス表（HM-DB から作成。対角成
分除く） 
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 そこで、図表 65 は図表 54 と同様に、構造的なゼロを含むため、カイ二乗統計量を使用した
各種検定を実施するためには、疑似独立性の仮説の下、繰り返し比例当てはめ法で算出し
た期待値を使用する。この計算法により得られた期待値を図表 66 に示す。 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 111 99 146 356 0 110 96 158 365 0 119 107 153 379 0 107 85 141 334
第二群 14 0 87 128 229 17 0 84 139 240 16 0 94 135 244 22 0 75 124 221
第三群 1 7 0 10 18 1 7 0 10 19 1 8 0 10 19 2 7 0 9 18
第四群 1 9 9 0 19 2 9 8 0 19 2 10 9 0 21 2 9 7 0 19
総計 16 128 195 284 623 20 127 189 308 643 19 137 210 298 664 26 123 167 275 591
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 0 104 83 125 312 0 109 82 129 320 0 101 69 129 299 0 78 115 137 329
第二群 16 0 73 110 199 19 0 72 113 204 31 0 60 113 204 29 0 101 120 250
第三群 1 7 0 8 16 1 7 0 9 17 2 7 0 9 17 2 5 0 9 16
第四群 2 9 7 0 18 2 9 7 0 18 3 9 6 0 17 3 7 10 0 19
総計 19 119 163 243 545 22 126 161 251 559 36 116 135 251 538 34 90 226 266 615
図表 66 ③出身機関×①就任先機関×④観測時点の対角成分を構造的ゼロにした期待値





















カイ二乗検定統計量 126.8 131.9 137.4 133.8 120.9 128.8 137.5 121.6
自由度 5 5 5 5 5 9 5 5
Ｐ値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
図表 67 図表 65 の出身機関と就任先機関との独立性検定結果 
 





1988-1991              1991-1994               1994-1997               1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 0 0.892 -0.64 -0.35 0 0.334 0.67 -0.59 0 0.581 0.105 -1.01 0 0.147 -0.86 -0.84
第二群 0.123 0 -0.06 0.003 0.071 0 -1.09 0.097 0.238 0 -0.9 0.079 0.135 0 -0.66 -0.12
第三群 -0.03 -0.84 0 0.893 0.373 -0.68 0 1.254 -0.19 -0.89 0 2.382 0.269 0.111 0 2.589
第四群 -0.29 -1.29 1.605 0 -0.51 -0.16 1.312 0 -0.46 -0.54 2.116 0 -0.59 -0.44 3.742 0
2000-2003              2003-2005               2005-2006               2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群 第一群 第二群 第三群 第四群
第一群 0 -0.26 -1.8 -1.49 0 -0.32 -1.21 -0.98 0 -0.603 -3.16 -0.01 0 -1.04 -2.45 -3.72
第二群 -0.7 0 0.309 0.44 -1.11 0 -0.4 0.41 -0.4 0 1.441 -0.72 -1.26 0 1.182 1.932
第三群 0.737 0.51 0 2.741 0.515 -0.95 0 1.394 1.883 1.5036 0 2.153 2.02 0.915 0 5.44
第四群 1.181 0.18 3.477 0 2.47 1.6 3.93 0 -0.61 0.1485 3.959 0 1.37 1.876 3.371 0
図表 68 図表 65 の調整残差分析結果（茶色網掛部分は調整残差が 1.5 以上の場合。青色
網掛部分は調整残差が-1.5 以下の場合） 
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たクロス表を示すと図表 69 のようになる。 
 















第一群 189 116 240 545 216 112 255 583 232 123 255 610 192 108 217 517
第二群 14 172 215 401 17 189 218 423 17 190 223 430 23 178 194 395
新第三
群 
2 11 151 164 3 15 146 164 2 15 163 180 3 15 160 178
総計 205 300 606 1,111 236 316 618 1,169 251 327 641 1,220 218 301 571 1,090
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
 第一群 第二群 
新第三
群 総計 第一群 第二群
新第三
群 総計 第一群 第二群
新第三
群 総計 第一群 第二群 
新第三
群 総計 
第一群 195 102 191 488 196 107 200 502 171 97 182 450 209 72 212 493
第二群 14 158 188 360 15 171 186 372 29 155 177 361 24 159 240 423
新第三
群 
5 17 156 178 7 19 151 176 7 19 136 162 10 18 214 242
総計 214 278 534 1,026 218 297 535 1,049 207 271 495 973 243 248 666 1,157
図表 69 第三群と第四群を統合した「③出身機関×①就任先機関×④観測時点」のクロス
表（図表 58 から作成） 
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表 69 の出身機関別の構成割合で表すと図表 70 となる。 
 
































34.7% 21.3% 44.0% 100.0% 37.1% 19.3% 43.8% 100.0% 38.1% 20.1% 41.8% 100.0% 37.1% 20.9% 42.0% 100.0%
第二群 
 
3.5% 42.9% 53.7% 100.0% 4.0% 44.6% 51.5% 100.0% 3.9% 44.2% 51.9% 100.0% 5.7% 45.1% 49.1% 100.0%
新第三群 
 
1.2% 6.9% 91.9% 100.0% 1.6% 9.0% 89.4% 100.0% 1.1% 8.3% 90.9% 100.0% 1.9% 8.6% 89.5% 100.0%
総計 18.5% 27.0% 54.6% 100.0% 20.2% 27.0% 52.9% 100.0% 20.6% 26.8% 52.6% 100.0% 20.0% 27.6% 52.4% 100.0%































 40.1% 20.9% 39.2% 100.0% 39.0% 21.3% 39.9% 100.0% 38.0% 21.6% 40.4% 100.0% 42.4% 14.5% 43.0% 100.0%
第二群 
 
3.9% 44.0% 52.3% 100.0% 4.0% 46.0% 50.1% 100.0% 8.0% 42.9% 49.0% 100.0% 5.7% 37.5% 56.8% 100.0%
新第三群 
 
2.8% 9.7% 87.5% 100.0% 4.0% 10.8% 85.5% 100.0% 4.3% 11.7% 84.0% 100.0% 4.1% 7.4% 88.4% 100.0%











































































































































































図表 71 出身機関から上位の就任先機関への教授就任割合（図表 70 から作成。参考 P 値
=0.02） 
 
 また、その内訳を群別に見ると、図表 72 となる。特に新第三群を出身して第一群の教授に
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図表 72 群別の出身機関から上位の就任先機関への教授就任割合（図表 70 から作成。参








1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 新第三群 総計 第一群 第二群 新第三群 総計 第一群 第二群 新第三群 総計 第一群 第二群 新第三群 総計
第一群 92% 39% 40% 49% 92% 36% 41% 50% 93% 37% 40% 50% 88% 36% 38% 47%
第二群 7% 57% 36% 36% 7% 60% 35% 36% 7% 58% 35% 35% 10% 59% 34% 36%
新第三群 1% 4% 25% 15% 1% 5% 24% 14% 1% 5% 25% 15% 2% 5% 28% 16%
総計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 新第三群 総計 第一群 第二群 新第三群 総計 第一群 第二群 新第三群 総計 第一群 第二群 新第三群 総計
第一群 91% 37% 36% 48% 90% 36% 37% 48% 83% 36% 37% 46% 86% 29% 32% 43%
第二群 7% 57% 35% 35% 7% 58% 35% 35% 14% 57% 36% 37% 10% 64% 36% 37%
新第三群 2% 6% 29% 17% 3% 6% 28% 17% 3% 7% 27% 17% 4% 7% 32% 21%















































































































図表 74 就任先機関に対する下位の出身機関からの就任機関別教授就任割合（図表 73 か

























1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008
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図表 76 出身機関から上位の就任先機関への教授就任割合（参考 P 値=0.03） 
 
 また、図表 76 の内訳を群別に調べると、図表 77 となる。特に新第三群を出身して第一群の
教授に就任する割合、並びに第四群を出身して第一群の教授に就任する割合は年とともに
増加しており、正規単回帰モデルによる参考 P 値はそれぞれ 0.04、0.03 となる。 
 
 
図表 77 群別の出身機関から上位の就任先機関への教授就任割合（参考 P 値：P21 値=0.10、
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1988-1991                   1991-1994                  1994-1997                  1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 92% 39% 39% 40% 49% 92% 36% 42% 41% 50% 93% 37% 41% 39% 50% 88% 36% 37% 39% 47%
第二群 7% 57% 36% 35% 36% 7% 60% 33% 37% 36% 7% 58% 33% 36% 35% 10% 59% 32% 35% 36%
第三群 0% 2% 20% 3% 6% 1% 2% 21% 4% 6% 0% 2% 20% 4% 6% 1% 2% 24% 4% 7%
第四群 0% 2% 5% 21% 9% 0% 3% 5% 19% 8% 0% 3% 5% 21% 9% 1% 3% 7% 22% 9%
総計 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%
2000-2003                   2003-2005                  2005-2006                  2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
第一群 91% 37% 36% 36% 48% 90% 36% 37% 38% 48% 83% 36% 32% 39% 46% 86% 29% 34% 30% 43%
第二群 7% 57% 36% 35% 35% 7% 58% 34% 35% 35% 14% 57% 41% 33% 37% 10% 64% 37% 35% 37%
第三群 1% 3% 21% 4% 7% 1% 2% 23% 4% 6% 2% 4% 19% 4% 6% 2% 3% 23% 6% 9%
第四群 1% 3% 7% 26% 11% 2% 5% 7% 23% 10% 1% 3% 8% 24% 11% 2% 4% 6% 29% 12%
































































































































































































図表 79 就任先機関に対する下位の出身機関からの就任機関別教授就任割合（図表 78 か































1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008














































































































































































































限界である。一方、分析の組合せは 5C3=10 通りあり、前述の 5 倍の分量である。その上、









 まず就任元機関の場合、データは図表 80 のように整理できる。出身機関の場合は図表 81
のようになる。 
 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 166 242 202 301 911 194 256 199 297 947 195 260 212 306 974 167 232 179 278 856
第一群 9 22 16 19 65 9 16 15 23 63 15 18 20 26 80 13 23 12 24 72
第二群 16 13 13 17 59 21 15 9 27 72 20 16 15 17 69 18 16 10 16 61
第三群 5 9 6 8 28 4 13 5 13 35 5 16 7 14 41 9 14 8 12 43
第四群 9 14 8 17 48 8 15 10 20 53 15 17 8 15 56 11 16 12 20 58
総計 205 300 244 362 1,111 236 316 238 380 1,169 251 327 263 378 1,220 218 301 221 350 1,090
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 163 209 164 270 805 168 230 173 278 849 161 206 137 281 785 191 201 241 319 952
第一群 10 18 14 13 56 11 20 9 16 56 16 18 3 16 53 19 13 13 13 58
第二群 20 20 12 14 67 22 18 10 11 60 20 18 15 11 64 22 14 14 16 65
第三群 10 12 8 12 43 6 11 7 10 33 8 7 5 9 29 6 6 10 9 30
第四群 11 18 9 17 55 11 19 10 13 53 2 22 6 12 42 6 15 15 17 53
総計 214 278 207 327 1,026 218 297 208 327 1,049 207 271 166 329 973 243 248 293 374 1,157
図表 80 ②就任元機関×①就任先機関×④観測時点のクロス表（HM-DB から作成。自校
昇格者を別のカテゴリーに設置） 
 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 164 137 45 50 396 175 148 43 43 409 184 155 45 45 429 160 134 46 45 384
第一群 25 116 96 144 381 41 112 100 155 408 49 123 107 147 426 32 108 81 136 357
第二群 14 35 87 128 264 17 40 78 140 275 17 36 88 135 276 23 44 71 123 261
第三群 1 5 4 12 22 2 6 7 13 27 1 6 8 16 30 2 7 8 15 32
第四群 1 6 12 28 47 1 9 11 30 51 1 9 14 35 59 1 8 16 31 56
総計 205 300 244 362 1,111 236 316 238 380 1,169 251 327 263 378 1,220 218 301 221 350 1,090
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 154 113 36 49 352 152 128 41 44 364 134 101 28 44 307 163 122 60 72 416
第一群 41 102 74 117 333 44 107 76 124 350 37 97 53 129 316 47 72 100 113 330
第二群 14 45 75 113 247 15 44 70 116 244 29 54 68 109 260 24 37 108 132 301
第三群 2 8 8 14 32 2 5 7 12 25 5 10 3 13 31 5 7 8 21 41
第四群 3 9 15 35 62 5 14 16 32 66 2 9 14 34 59 5 11 18 36 70
総計 214 278 207 327 1,026 218 297 208 327 1,049 207 271 166 329 973 243 248 293 374 1,157












てはめ法を使用する（図表 82、図表 83）。 
 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 164 240 203 303 911 186 250 196 315 947 196 255 214 310 974 167 230 177 282 856
第一群 12 19 14 20 65 13 19 12 19 63 16 24 17 23 80 14 22 14 22 72
第二群 17 15 12 15 59 22 18 13 18 72 21 17 14 16 69 18 16 11 15 61
第三群 5 9 6 9 28 6 11 7 11 35 8 13 8 12 41 8 14 8 13 43
第四群 8 16 9 15 48 9 18 10 17 53 10 18 11 17 56 10 20 10 18 58
総計 205 300 244 362 1,111 236 316 238 380 1,169 251 327 263 378 1,220 218 301 221 350 1,090
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 164 212 166 263 805 172 235 171 271 849 162 214 136 272 785 195 199 244 314 952
第一群 11 17 11 17 56 11 17 11 16 56 11 16 9 17 53 12 14 14 17 58
第二群 21 17 12 16 67 19 16 11 14 60 20 17 10 17 64 20 13 15 16 65
第三群 8 13 8 13 43 6 11 6 10 33 6 9 5 9 29 6 8 7 9 30
第四群 10 18 10 17 55 9 18 9 16 53 8 14 6 14 42 10 14 12 17 53




1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 151 140 49 55 396 169 141 45 54 409 180 146 49 54 429 157 136 41 49 384
第一群 35 107 95 144 381 43 118 94 153 408 46 122 105 153 426 38 106 82 131 357
第二群 16 40 83 125 264 19 43 81 131 275 20 43 87 126 276 18 43 77 123 261
第三群 2 5 5 11 22 2 6 6 13 27 2 7 7 14 30 3 8 7 15 32
第四群 2 7 12 26 47 2 8 12 29 51 2 9 15 32 59 2 9 13 31 56
総計 205 300 244 362 1,111 236 316 238 380 1,169 251 327 263 378 1,220 218 301 221 350 1,090
2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008 
第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計 第一群 第二群 第三群 第四群 総計
自校 152 120 37 43 352 155 129 37 43 364 139 106 25 37 307 181 119 59 56 415
第一群 38 99 76 120 333 40 108 79 124 350 40 100 59 117 316 35 76 95 123 330
第二群 19 41 73 115 247 18 42 71 112 244 22 46 65 127 260 20 37 107 137 301
第三群 3 8 7 15 32 2 6 5 12 25 3 8 5 15 31 3 7 11 19 41
第四群 3 10 15 34 62 3 11 16 36 66 3 11 12 34 59 3 9 21 38 70










P 値 0.907 0.903
自由度 84 84
尤度比検定統計量 69.25 67.49
P 値 0.877 0.906
図表 84 図表 80（就任元機関と就任先機関）及び図表 81（出身機関と就任先機関）に対す
る準独立性の検定結果 









 （２）の図表 80（就任先と就任元）及び図表 81（就任先と出身）に対して独立性の検定を実


























カイ二乗検定統計量 7.254 14.29 12.88 5.906 11.79 15.63 34.36 16.94
自由度 12 12 12 12 12 12 12 12
Ｐ 値 0.840 0.283 0.378 0.921 0.463 0.209 0.001 0.152
図表 85 図表 80 に対する就任元機関と就任先機関との独立性検定結果（茶色網掛部分は



















カイ二乗検定統計量 332.5 330.9 349.8 269 250.1 236 200.7 220.8
自由度 12 12 12 12 12 12 12 12
Ｐ 値 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000






に落ちる確率をpij、i 番目の行の確率をp行i、j 番目の列の確率をp列j とすると、行と列が独
立の場合、次のように表現できる。 
 





ln pij＝ln (p行i×p列j)＝ln p行i＋ln p列j＝λ行i＋λ列j………… (2) 








































































































































- - - 
④観測時点 1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008
⑤昇格の 
有無 
なし あり - - - - - - 
図表87 国立大学教授就任に対する対数線形モデルの因子及びカテゴリー 
 
















ൌ λφ ൅ λ①ሺ୧ሻ ൅ λ②ሺ୨ሻ ൅ λ③ሺ୩ሻ ൅ λ④ሺ୪ሻ ൅ λ⑤ሺ୫ሻ ൅ λ①：②ሺ୧:୨ሻ ൅
















国立大学     
①就任先 
機関 
-0.29 0.24 -0.23 0.28 


























国立大学    
③出身機関 0.53 1.38 0.69 -1.43 -1.18 
1988-1991 1991-1994 1994-1997 1997-2000 2000-2003 2003-2005 2005-2006 2006-2008



















自校 -0.16 -0.18 0.09 0.26 
第一群国立大学 0.19 -0.13 -0.05 -0.01 
第二群国立大学 0.53 -0.07 -0.17 -0.29 
第三群国立大学 -0.28 0.07 0.11 0.09 
 - 60 - 
第四群国立大学 -0.33 0.15 0.05 0.13 
公立大学 0.19 0.05 -0.15 -0.10 














自校出身 1.04 -0.04 -0.25 -0.23 -0.20 -0.22 -0.10
第一群国立大学 -0.26 1.42 -0.09 -0.49 -0.41 0.07 -0.24
第二群国立大学 -0.10 -0.34 0.94 -0.40 -0.06 0.11 -0.14
第三群国立大学 -0.89 -0.47 -0.40 1.63 -0.24 0.13 0.25











国立大学   
⑤昇格の有
無 
昇格あり -0.37 -0.17 -0.01 0.57 -0.01 










国立大学    
③出身機関 
自校出身 1.40 0.41 -0.71 -1.11 
第一群国立大学 -0.14 0.17 0.02 -0.05 
第二群国立大学 -0.42 -0.31 0.40 0.33 
第三群国立大学 -0.21 -0.08 0.01 0.28 










国立大学    
⑤昇格の有
無 
昇格あり -0.33 -0.02 0.25 0.10 















昇格あり 8.59 -0.92 -1.23 -1.56 -1.60 -1.53 -1.76
































Ｄ＝ ∑ ቚn୧ െ μｉ



































自/1 自/2 自/3 自/4 1/2 1/3 1/4 2/3 2/4 3/4
自/1 15.89 2.34 4.51 1.34 0.15 0.28 0.08 1.93 0.57 0.30
自/2 4.3510.36 5.98 2.43 2.38 1.37 0.56 0.58 0.23 0.41
自/3 2.84 2.6444.46 1.72 0.9315.67 0.6116.86 0.65 0.04
自/4 3.00 3.63 6.70 7.05 1.21 2.24 2.35 1.85 1.94 1.05
自/公 4.93 4.41 9.89 2.63 0.89 2.01 0.53 2.24 0.60 0.27
自/私 3.21 3.02 9.79 3.17 0.94 3.05 0.99 3.25 1.05 0.32
1/2 0.27 4.43 1.33 1.8116.17 4.84 6.59 0.30 0.41 1.36
1/3 0.18 1.13 9.87 1.28 6.3155.22 7.16 8.75 1.13 0.13
1/4 0.19 1.55 1.49 5.24 8.23 7.8827.79 0.96 3.38 3.53
1/公 0.31 1.88 2.19 1.96 6.07 7.07 6.31 1.16 1.04 0.89
1/私 0.20 1.29 2.17 2.36 6.3810.7611.69 1.68 1.83 1.09
2/3 0.65 0.25 7.44 0.71 0.3911.41 1.0929.23 2.78 0.10
2/4 0.69 0.35 1.12 2.90 0.51 1.63 4.22 3.20 8.29 2.59
2/公 1.13 0.43 1.66 1.08 0.38 1.46 0.96 3.89 2.55 0.66
2/私 0.74 0.29 1.64 1.31 0.39 2.22 1.77 5.63 4.49 0.80
3/4 1.06 1.38 0.15 4.10 1.30 0.14 3.88 0.11 2.9827.19
3/公 1.74 1.67 0.22 1.53 0.96 0.13 0.88 0.13 0.92 6.88
3/私 1.13 1.14 0.22 1.85 1.01 0.19 1.63 0.19 1.61 8.38
4/公 1.64 1.21 1.48 0.37 0.74 0.90 0.23 1.22 0.31 0.25
4/私 1.07 0.83 1.46 0.45 0.78 1.36 0.42 1.76 0.54 0.31



































1/2 1/3 1/4 2/3 2/4 3/4 
自/1 3.68 9.73 13.56 2.64 3.69 1.39
自/2 3.01 18.60 25.77 6.19 8.58 1.39
自/3 3.07 10.30 19.97 3.36 6.51 1.94
自/4 4.23 20.46 40.23 4.84 9.51 1.97
1/2 0.82 1.91 1.90 2.34 2.33 0.99
1/3 0.83 1.06 1.47 1.27 1.77 1.39
1/4 1.15 2.10 2.97 1.83 2.58 1.41
2/3 1.02 0.55 0.77 0.54 0.76 1.40
2/4 1.41 1.10 1.56 0.78 1.11 1.42


















1/2 1/3 1/4 2/3 2/4 3/4
自/1 0.74 0.61 0.54 0.83 0.73 0.88
自/2 0.56 0.39 0.29 0.69 0.52 0.75
自/3 1.44 1.15 0.95 0.80 0.66 0.83
自/4 1.66 1.15 1.04 0.69 0.63 0.91
自/公 0.89 0.55 0.49 0.62 0.56 0.89
自/私 1.31 1.03 0.70 0.78 0.53 0.68
1/2 0.75 0.63 0.54 0.83 0.71 0.85
1/3 1.95 1.88 1.77 0.97 0.91 0.94
1/4 2.23 1.87 1.93 0.84 0.86 1.03
1/公 1.20 0.90 0.92 0.75 0.76 1.01
1/私 1.77 1.67 1.30 0.94 0.73 0.78
2/3 2.58 2.99 3.29 1.16 1.27 1.10
2/4 2.97 2.98 3.58 1.00 1.21 1.20
2/公 1.59 1.44 1.70 0.90 1.07 1.19
2/私 2.35 2.66 2.42 1.13 1.03 0.91
3/4 1.15 1.00 1.09 0.87 0.95 1.09
3/公 0.62 0.48 0.52 0.78 0.84 1.08
3/私 0.91 0.89 0.73 0.98 0.81 0.83
4/公 0.54 0.48 0.48 0.90 0.88 0.98
4/私 0.79 0.89 0.67 1.13 0.85 0.75



































 そして、図表 93 から就任元機関及び昇格の有無に関するオッズ比を調べる。本図表では
自校を就任元に示していない。これは構造的ゼロのためである。そこで、この自校が係る箇































































































































出身機関  就任元機関  就任先機関 
自校出身(38.6%)、第一群国立大学(29.8%)、第二群国立大学(23.9%) ⇒ 自校(74.4%) ⇒ 第一群国立大学（最も異動時昇
格を伴う。左のパスの合計で
81.9%説明） 
第二群国立大学(44.9%)、第一群国立大学(30.6%)、自校出身(20.2%) ⇒ 第二群国立大学(8.4%) ⇒
第一群国立大学(79.3%)、自校出身(10.3%)、第二群国立大学(8.1%) ⇒ 第一群国立大学(5.3%) ⇒
  
自校出身(38.6%)、第一群国立大学(29.8%)、第二群国立大学(23.9%) ⇒ 自校(74.6%) ⇒ 第二群国立大学（異動時昇格の
有無は第一群に次ぐ。左のパス
の合計で 79.4%説明） 
第一群国立大学(79.3%)、自校出身(10.3%)、第二群国立大学(8.1%) ⇒ 第一群国立大学(6.0%) ⇒
第一群国立大学(35.0%)、第二群国立大学(26.3%)、自校出身(23.9%) ⇒ 第四群国立大学(5.5%) ⇒
  
自校出身(38.6%)、第一群国立大学(29.8%)、第二群国立大学(23.9%) ⇒ 自校(78.9%) ⇒ 第三群国立大学（最も異動時昇
格を伴わない。左のパスの合計
で 83.0%説明） 
第一群国立大学(79.3%)、自校出身(10.3%)、第二群国立大学(8.1%) ⇒ 第一群国立大学(5.3%) ⇒
第二群国立大学(44.9%)、第一群国立大学(30.6%)、自校出身(20.2%) ⇒ 第二群国立大学(5.2%) ⇒
  
自校出身(38.6%)、第一群国立大学(29.8%)、第二群国立大学(23.9%) ⇒ 自校(79.7%) ⇒ 第四群国立大学（第三群に次い
で異動時昇格が少ない。左のパ
スの合計で 82.4%説明） 
第一群国立大学(79.3%)、自校出身(10.3%)、第二群国立大学(8.1%) ⇒ 第一群国立大学(5.2%) ⇒
第一群国立大学(35.0%)、第二群国立大学(26.3%)、自校出身(23.9%) ⇒ 第四群国立大学(4.5%) ⇒





























あり 0.22 0.34 0.29 -0.23 0.46  -0.37  -0.08  
なし 0.00 -0.37 0.65 -0.04 -0.04  -0.28  -0.93  
第二群 
あり 0.76 0.45 -0.41 0.88 -0.50  -0.69  0.20  
なし 0.00 -0.36 0.17 -0.48 0.01  0.18  -0.40  
第三群 
あり 0.16 1.13 0.51 -0.55 -0.10  -0.32  0.95  
なし 0.00 -0.32 0.28 0.01 -0.20  -0.33  -0.60  
第四群 
あり 0.24 -0.01 -0.56 0.09 -0.64  -0.32  1.19  
なし 0.00 -0.37 0.20 -0.13 0.02  -0.38  -0.07  
第一群 
第一群 
あり -1.13 -1.32 -1.28 -0.64 -0.32  -0.71  -0.62  
なし 0.00 -0.87 -0.47 -0.65 -0.66  -0.75  -0.03  
第二群 
あり 1.42 1.16 -0.32 -0.64 -1.16  -0.07  -0.21  
なし 0.00 -0.17 -0.37 0.65 -0.19  -0.78  -0.57  
第三群 
あり 0.78 0.67 0.09 0.25 -0.18  -0.16  0.49  
なし 0.00 0.65 1.38 -0.02 0.11  -0.31  0.06  
第四群 
あり 0.34 0.82 0.38 0.14 0.75  0.48  0.98  
なし 0.00 -0.19 1.43 -0.83 1.21  -0.72  0.37  
第二群 
第一群 
あり -1.13 1.55 -1.29 -0.45 0.49  -0.49  -0.44  
なし 0.00 -0.43 -0.34 -0.02 0.39  -0.09  -0.70  
第二群 
あり -1.04 -0.06 -0.68 -0.48 0.36  0.17  -0.80  
なし 0.00 -0.43 -0.67 -0.01 0.92  -0.68  -0.58  
第三群 
あり 0.98 0.05 0.14 -0.54 0.01  -0.46  -0.39  
なし 0.00 -0.44 -0.53 0.38 -0.30  0.48  -0.57  
第四群 
あり 0.85 -1.08 0.08 0.00 -0.36  -0.68  -0.15  
なし 0.00 -0.04 -0.82 0.12 -0.78  -0.04  -0.52  
第三群 
第一群 
あり -1.19 -0.30 -0.44 0.41 -0.28  -0.25  -0.27  
なし 0.00 -0.11 -0.23 -0.46 1.33  -0.18  -0.24  
第二群 
あり 0.67 -0.41 -0.53 -1.24 -0.59  0.48  -0.50  
なし 0.00 -0.12 -0.21 -0.15 -0.33  -0.20  -0.33  
第三群 
あり -0.64 -0.40 -0.48 -0.63 0.09  -0.33  -0.48  
なし 0.00 -0.09 -0.14 0.19 -0.23  -0.13  1.14  
第四群 
あり -0.51 -0.56 -0.08 -0.79 1.02  -0.46  -0.59  
なし 0.00 -0.14 1.37 -0.76 0.53  -0.21  -0.34  
第四群 
第一群 
あり -0.72 -0.19 -0.34 -0.15 -0.35  -0.16  -0.19  
なし 0.00 -0.13 -0.32 -0.20 -0.47  -0.20  -0.30  
第二群 
あり -1.10 -0.32 1.62 0.64 -0.46  -0.28  -0.40  
なし 0.00 -0.16 -0.33 -0.32 -0.84  -0.26  -0.47  
第三群 
あり -0.08 -0.37 -0.51 -0.40 -0.56  -0.29  -0.46  
なし 0.00 -0.14 -0.27 -0.29 -0.70  -0.20  0.39  
第四群 
あり -0.36 -0.52 -0.67 0.08 -0.80  -0.40  -0.57  



















0.00 -1.32 0.78 -0.37 -0.46  2.53  -0.65  
第三群 0.00 2.94 -0.04 0.24 0.02  -0.78  0.27  
第三群 第一群 0.00 2.71 -0.24 -0.48 -0.22  1.61  -0.25  
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第一群 あり 0.08 -0.76 -0.10 -0.32 2.94  0.36  3.16  
第二群 なし 0.00 -0.02 -0.75 2.28 0.33  -0.27  0.50  





















第三群 あり 0.53 -0.02 -0.60 -0.55 0.42  -0.32  2.35  
第四群 なし 0.00 -0.38 -0.49 -0.65 0.43  -0.38  2.62  
第二群 第二群 なし 0.00 1.12 0.28 2.00 0.90  0.28  0.13  
第三群 第一群 なし 0.00 2.80 -0.23 0.25 -0.22  -0.18  1.13  
第四群 
第一群 あり -0.73 -0.19 -0.34 -0.15 -0.35  -0.16  3.40  
第二群 なし 0.00 -0.16 -0.33 1.72 -0.84  -0.26  3.08  




















あり 0.55 -0.30 0.36 -0.09 2.42  0.27  -0.61  
なし 0.00 -1.18 -0.39 2.52 -0.05  -1.03  1.51  
第三群 
第二群 なし 0.00 -0.11 -0.20 0.41 2.83  1.53  -0.32  
第三群 
あり 0.12 -0.39 -0.46 2.00 0.13  -0.32  0.25  
なし 0.00 -0.08 -0.14 -0.47 -0.22  -0.13  2.62  
第四群 
あり -1.12 0.06 -0.04 2.26 0.63  -0.45  -0.57  
なし 0.00 2.30 -0.20 -0.29 -0.36  -0.21  -0.33  
第四群 
第一群 あり 0.30 -0.19 -0.33 -0.15 -0.34  2.05  -0.18  
第二群 
あり -0.21 -0.31 -0.46 -0.33 -0.02  2.19  0.46  





















第三群 あり -0.40 1.18 -0.59 2.26 0.19  -0.31  0.62  
第二群 
第一群 なし 0.00 -0.42 -0.28 0.29 2.29  1.85  0.04  
第二群 なし 0.00 1.96 -0.26 1.06 0.85  0.08  0.18  
第四群 なし 0.00 2.83 -0.67 -0.14 0.33  -0.21  -0.18  
第三群 
第一群 なし 0.00 -0.11 1.96 -0.45 -0.21  -0.18  -0.24  
第三群 なし 0.00 -0.09 -0.14 -0.48 -0.22  3.77  -0.24  
第四群 
第一群 なし 0.00 -0.13 1.30 2.43 -0.46  -0.19  3.17  





















第一群 なし 0.00 1.90 1.33 2.02 -1.96  1.64  -1.28  
第三群 なし 0.00 -0.30 -0.42 -0.54 -0.64  2.97  -0.56  
第一群 第三群 
あり -2.12 -1.66 -0.13 0.73 0.26  -0.84  -1.00  
なし 0.00 -1.25 2.33 -0.94 -1.16  0.71  -1.05  
第二群 
第一群 あり 2.37 2.90 0.98 -0.42 1.20  -0.46  -0.41  
第二群 
あり 0.68 4.26 3.45 -0.81 0.55  0.77  -0.75  
なし 0.00 -0.40 0.25 0.53 3.17  -0.64  -0.87  
第三群 
第一群 あり 2.48 -0.28 -0.41 1.09 -0.27  -0.24  -0.25  
第二群 あり 2.65 -0.38 -0.50 0.58 -0.55  -0.36  -0.47  
第四群 なし 0.00 -0.13 -0.20 0.69 -0.35  4.85  -0.32  
第四群 
第一群 あり 0.17 -0.18 -0.31 -0.14 -0.33  -0.15  -0.17  
第二群 なし 0.00 -0.15 2.96 -0.30 0.49  -0.24  -0.44  










自校 第一群 第二群 第三群 第四群 公立 私立
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第一群 なし 0.00 1.15 -0.01 -0.68 -1.21  -0.79  -2.00  
第三群 あり 2.09 -0.60 1.02 -0.56 0.13  -0.33  2.64  
第四群 あり 2.68 -0.60 1.19 -0.54 0.11  2.71  -0.42  
第一群 第二群 あり -2.92 -0.70 0.18 -1.04 -1.21  -1.22  -1.29  
第二群 
第一群 あり 0.45 2.55 0.61 0.63 -0.62  1.51  0.67  
第三群 あり 2.32 -0.29 0.50 1.44 0.69  0.85  -1.06  
第三群 
第二群 なし 0.00 -0.12 2.18 -0.67 -0.33  -0.20  -0.33  
第三群 あり 0.23 2.01 -0.49 -0.81 0.38  1.16  -0.49  
第四群 なし 0.00 3.33 -0.22 -0.78 0.95  -0.22  -0.35  
第四群 
第一群 
あり 0.60 -0.20 -0.34 -0.15 1.05  2.98  -0.19  
なし 0.00 3.54 -0.32 -0.20 1.59  -0.20  -0.30  
第二群 あり -0.41 1.23 -0.49 -0.35 2.00  -0.28  -0.41  
第三群 あり 0.46 -0.38 0.43 2.07 0.66  -0.29  -0.47  
図表 97 対数線形モデルの最適モデル（図表 88）による当てはめ解と観測値との間の標準
残差（茶色網掛部分は有意水準両側 5％の絶対値 1.96 より大きいセル） 
 
 図表 97 を見ただけでは、最適モデルによる当てはめ値と観測値との外れ値（有意水準両
側 5％に相当する絶対値 1.96 より大きいセル）の分布にどのような法則性があるのか認識で
きない。一見して唯一分かることは、観測時点 1988-1991 年には一つも外れ値がないことで
ある。次に、このように各因子の変化に対して図表 97 中の 64 の外れ値の分布を調べた（図
表 98）。 
 
就任先機関 第一群国立大学 第二群国立大学 第三群国立大学 第四群国立大学

























外れ値数 14 7 11 17 15
 
昇格の有無 昇格あり 昇格なし 
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一方、後半の、つまり最近の部分（2000 年-若しくは 2005 年-）ではやや異なるモデルが採択
されるが、それは①就任先機関と④観測時点の２次交互作用項が追加されるのみであり、５．
（１）節までの現象はこのモデルからでは説明できない。更に、観測時点を分割しない最適モ
デルの AIC は約-3,173 である一方、2000 年で分割した場合の２つの最適モデルの AIC の









理すると、1988-2008 年の 21 年間の④観測時点 9 時点における①就任先機関、②就任元
機関、③出身機関、⑤昇格の有無の関係は、約 91％の説明力の下で、観測時点に影響さ
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６．まとめ 
（１）研究目的 
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これらの群を当所の「大学等における科学技術・学術活動実態調査報告」(2005・2006 年
時点、以下「大学把握調査」という)と比較すると、HM-DB では第一群(教授総数 4,000 人)及
び第二群教授数(同 6,000 人)は概ね正確に把握されている。一方、第三群(同 5,000 人)の熊
本大学及び新潟大学、並びに第四群(同 7,000 人)の大分大学及び宮崎大学では HM-DB
における教授把握数が少ない。 





















第一群 223 減 参考 P 値=0.01 減 (143) 参考 P 値=0.00 第三群からは増 参考 P 値=0.02 
第二群 256 減 参考 P 値=0.00 減 (110) 参考 P 値=0.00 第一群からは減 参考 P 値=0.00 
第三群 316 - - (56) 第一群からは減 参考 P 値=0.04 
第四群 429 - - (68) 第一・二群からは減 





























第一群 110 - - 
第二群 86 - - 
第三群 87 - - 














数に対する自群（自校昇格を除く）からの異動数の割合（右、参考 P 値(一）=0.10、参考 P 値(二)=0.08、参考 P 値
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具体的な対数線形モデルの計算としては、①～⑤までの因子が ijklm のとき、その観測値
がそのセルに含まれる確率をμijklm とすると、AIC による最適モデルは次のようになった。 
ln μ
୧୨୩୪୫
ൌ λφ ൅ λ①ሺ୧ሻ ൅ λ②ሺ୨ሻ ൅ λ③ሺ୩ሻ ൅ λ④ሺ୪ሻ ൅ λ⑤ሺ୫ሻ ൅ λ①：②ሺ୧:୨ሻ ൅ λ②：③ሺ୨:୩ሻ




























本 DP のとりまとめには、様々な方々の御協力をいただいた。 
西井龍映九州大学数理学研究院教授（当所客員研究官）からは、統計学に関する情報
提供に留まらず、本研究遂行に当たり多くの御助言をいただいた。 
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